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今
や
世
界
經
濟
の
情
勢
は
、
最
早
や
過
去
の
自
凼
由
義
純
濟
理
論
の
温
策
の
上 

に
安
眠
を
貪
る
こ
と
を
許
さ
な
：い
。
從
つ
で
自
治
統
制
がi

國
家
統
制
へ
、
準 

戰
時
體
制
か
ら
戰
時
體
制
へ
の
移
行
に
伴
ひ
、
統
制
經
濟
は
著
し
く
强
化
さ
れ 

高
度
化
さ
れ
た
が
、
こ
の
最
近
の
段
階
に
於
け
る
各
種
の
經
濟
規
象
を
體
系
的 

に
把
握
し
得
べ
き
新
し
い
.理
論
經
濟
學
の
ft
系
を
樹
立
す
る
こ
と
は
次
疋
に
現 

代
の
純
濟
i

に
課
せ
ら
れ
た
る
重
大
な
使
命
で
あ
る
。
蓉
者
は
先
づ
緖
論
に 

於
て
摄
期
に
立
つ
，綷
濟
學
の
.要
求
と
將
來
の
動
向
を
閘
明
し
た
る
後
、
本
論 

に
於
て
は
、
單
純
な
_
由
資
本
虫
義
か
ら
獨
占
資
本
主
義
へ
、
.更
に
進
む
で
國 

家
と
結
付
い
た
複
雜
な
統
制
經
濟
段
階
.へ
と
移
行
せ
る
資
本
キ；
義
の
各
發
展
過
_

 

.程
に
於
て
、
資
本
主
義
の
經
濟
紐
織
が
如
何
に
景
氣
變
動
を
介
し
て
其
の
構
造 

..を
變
化
し
、
又
此
の
構
造
の
變
化
が
同
時
に
景
氣
變
動
そ
P
も
の
の
構
造
を
如 

何
に
變
化
し
、
又
變
化
し
て
あ
る
か
を
精
細
に
檢
討
ぜ
：、ら
が
。
實
に
本
書
は
斯 

學
新
銳
の
著
諸
が
、
長
い
歷
史
を
有
す
る
旣
祥
の
體
系
を
打
破
し
、
其
の
企
圖 

し
つ
V
あ
る
新
it
糸
樹
立
の
端
緒
と
輪
廓
を
示
す
も
の
に
し
て
、
我
國
斯
學
の 

黎
明
に
輝
か
し
い
炬
火
を
點
ず
る
贵
重
な
力
作
で
あ
る
。
敢
て
大
方
の
淸
鑒
を 

期
待
し
て
已
ま
ぬ
次
第
：で
あ
る
。
.

C

‘目
次〕

緖
諭
轉
換
期
に
立
つ
理
論
經
濟
擧(

經
濟
組
織
の 

梆
造
變
化
4
理
論
經
濟
學
の
體
系
變
化
、
抽
象
的
な
純
粹
鸫
濟
學 

か
ら
具
體
的
な
政
治
經
濟
學
へ
の
轉
換
、
自
ff
l
競
帶
の
經
濟
學
か 

ら
不
完
全
競
爭
乃
至
獨
击
的
競
^
の
經
濟
學
へ
の
轉
換
、
靜
耀
經 

濟
學
を
中
心
と
す
る
现
論
經
濟
學
か
ら
勅
態
經
濟
學
を
中
心
と
す 

る
理
論
經
濟
學
へ
の
轉
換)

本
論
經
濟
梆
進
の
變
化
と
贽
氣
櫞 

造

の

變

化

第一

編

自

S

資
本
主
義
と
景
氣
變
動(

社
會
的
#

 

生
產
過
程
の
均
衡
條
件
、
均
衡
！
^
力
と
破
壤
力
の
統
一
と
し
て 

の
景
氣
變
.動
過
程
、景
氣
變
動
を
通
じ
て
の
社
會
的
种
生
座
過
程
；

> 

第
二
編
：
自
山
資
本
主
義
か
ら
獨
占
資
本
主
義
へQ

術
造
變
化
丨 

1
獨
占
結
成
の
數
態
學(

序
言
、
獨
ト
；

I

結
成
の
質
的
高
度
化
の
戡 

礎
傾
向——

利
澗
ネ
低
下
の
蒎
礎
傾
向
が
獨
占
結
成
に
及
ぼ
す
作 

用
、
獨
A
結
成
の
質
量
變
化
の
交
代
過
程_

氣
變
動
が
獨
占 

結
成
に
及
ぼ
す
作
用
、
獨
占
結
成
の
現
實
過
程_

特̂
に
仳
界
大 

戰
後
に
於
け
る)

第
三
編
，：

獨
占
資
本
主
義
と
景
氣
變
動(

景
氣 

變
勤
と
獨
古
結
成
の
相
互
關
係
の
質
的
變
化
I

獨
占
結
成
の
景 

氣
變
動
へ
の
汊
作
用
、
學
史
的
硏
究
、
现
論
的
硏
究〕

第
四
編 

統
制
經
濟
と
景
氣
變
動(

統
制
經
濟
段
階
に
於
け
る
經
濟
櫞
造
と 

景
氣
榄
造
の
铤
化
、
統
制
經
濟
段
階
に
於
け
‘る
景
氣
變
動
過
程
、
 

統
制
經
濟
段
階
の
生
迤
適
杻
の
矛
腐
と
そ
の
鬼
服
、_
結
論)

現
代
大
都
市
.が
頓
.る
大
規
模
*
廣
面
積
の
も
の
と
な
づ.て
ゐ
.る
事
實
は
周
知
の
逋
で
ぁ
る
。
行
政
的
境
界
を
無
視
レ
_て
都
市
坐
活
の 

觸
手
は
交
通
網
比
從
つ
七
自
由
に
仲
び
て
疗
く
^

玆
：に
於
い.て
、
.何
處
ま
で
を
大
都
市
と
す
る
か
と
云
ふ
課
輝
が
提

3
2

さ
れ
る
事
に
な 

る
。
換
言
.す
れ
ば
、
經
濟
ベ
社
會
的
に
觀
察
し
た
場
合
、
大
都
市
の
境
界
は
何
處
を
以
つ
七
定
め
ら
る

.可
き
や
の
問
题
で
ぁ
つ
，て
、
所 

『

一
都
棗
活
C6
皆
力
—

生
活
圈—

の
問
題
で
ぁ
る:0
.ぃ.
$
 

く

:

パ
;:
:'
*

V
:

 

V
.
:
:
::
:
:

,
ぃ
斯
如
る
釦
0

&
じ
セ
<
.泚

が

營
^;
»

し

亡

睞

蓄

者

：坟
擻
年
齔;>
所
懷
0'
'
1
:端
を
本
誌
舡
發
表0

^

を
對
象
吃
と
づ̂

其

の

生

醫

：の
：決
定
を
各&

_
牵
に
_

い
ゼ
，吼
究
し
て
見
喪€
其
の
：緖
艰
、.：：朿
^

,
.

鎌
貧
町
の
^̂

相

;

.

 

:

一
'
.

 

/
;
4

 

■

■,)

.

/*



.

:
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鐵
翕
吼
の
■現
代
相
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:
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ニ
/
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)
.
： 

て
發
達
し
て
ゐ
る
事
，
特
に
當
時
に
.あ
づ
て
は
、
兔
京
市
：の
亭
北
方
よ
り
も
西

‘
南
方
に
偏
し
，て
著
し
い
發M
を
示
し
て
ゐ
：る

翦

蹇 

〔％

明
瞭
に
さ
れ
た
o 

.其
の
節
、
這
般
の
生̂
^

づ
て
親
察
す
'^'
り
み
な
ら
ず
、|
.都
市
發
達
6
外
側
周
邊
地
域
に
於̂

て
、
各
個
的
に
其
の
土
地
に
示
さ
れ
る
中
央
都
市
の
勢
力
を
調
莶 

し
、
以
っ
て
其
の'硏
究
を
補
足
充
實
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
說
い
た
。
.即
ち
取
京
を
中
心
と
し
て
神
奈
川&

京
府(

市
外
>

椅
玉
*
千
‘ 

葉
の
諸
縣
隣
接
地
に
都
會
的
生
活
の
延
長
發
展
を
觀
察
す
る
と
同
時
に
湘
南
地
方

*
立
川
方
_

*
浦
和
大
窗
方
商
，
市
川
千
葉
方
面
寧
の 

土
地
に
在
っV

、-.
如
何
に
是
等
の
土
地
に
、
東
京
の
勢
力
が
現
實
に
這
込
ん
で
双
て
ゐ
る
か
を
調
齑
し
、
其
の
結
果
を
以
っ
て
,
中
央 

よ
り
の
調
赍
に
よ
っ
で
得
た
坐
活
圈
決
定
を
修
正
又
は
確
保
す
べ
き
必
要
が
あ
る
。

此
の
意
圖
の
下
に
、
筆
者
は
屢
々
其
の
機
を
組
っ
て
ゐ
た
が
先
頃
、
日
本
學
術
振
興
會
の
補
助
を
樣
て
、
湘
南
地
方
に
於
け
る
、
特 

色
的
代
表
的
地
或
と
し
て
鎌
倉
町
の
社
會
調
莶
を
行
ふ
事
が
出
来
た
。
玆
に
發
表
す
る
所
は
、
此
の
調
畓
に
よ
っ
て
得
た
結
論
の
槪
括 

的
部
分
で
あ
る
。
 

'

此
の
調
牵
の
意
圖
は
前
述
の
如
く
で.あ
る
。
從
づ
て

(
1
)

鎌
倉
町
全
體
が
如
何
な
る
土
地
で
あ
る
か
を
*

先
づ
明
©

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

, 

.

.

.

.

.

.

. 

.

0
1
)

次
い
：セ
鎌
倉
町
に
於
妙
る
生
活
と
策
京
と
の
關
係
の
粗
密
を
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

 

,

,- 

(

1

3
此
の
方
法
に
よ
っ
て
、
•
鎌
倉
町
が
果
し
て
大
東
京
の
都
市
逢
活
圈
內
に
在
る
や
否
や
が
決
定
さ
れ
る
。
例
へ
ば
鎌
倉
は
東
京
の 

.

郊
外
で
あ
"る
と
云
ふ
風
に
斷
言
出
來
る
か
ど
う
か
、
之
れ
は
今
次
調
齑
及
び
研
究
に
よ
つ

て

確
か
む
る

事
の
出
來
る
課
題
で
あ
る
。

以
上
の
三
點
が
中
心
の
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
'

此
の
目
的
を
果
す
べ
き
調
资
を
行'つ
：た
o 

: : 

.

:

、

• 

其
.の
內
、
'基
本
的
手
續
と
し
て
鎌
倉
町
往
住
者
の
戶
ロ
調
脔
を
行
つ
.た
-0
其
の
期
日
は
昭
和
十1
ー
年
三
月
で
あ
つ
た0
.
.元
來
，
か
、 

る
：手
續
.は
國
勢
調
奄
の
.結
果
が
充
分
地
域
的
局
部
的
.に
利
用
せ
ら
る
、
事
.が
許
さ
れ
る
な
ら
ば

':
>
.
.別
.に
改
め
て
行
ふ
必
要
な
き
も6
で 

:

あ
る
'
。

.萤
し
、
後
で
示
す
樣
に
今
次
の
調
嵛
項
目
は
國
勢
調
査
の
そ
れ
と
殆
ど
大
し
た
相
違
を
示
し
.て
ゐ
な
い
か
ら
、
，調
奄
成
績
の
上 

.
か
ら
見
て
も
、
國
勢
調
丧
に
よ
る
方
が
よ
り
效
果
的
で
あ
り
、
若
し
必
要
と
あ
ら
ば

*

若
干
の
财
帶
調
査
項
目
を
添
附
す
れ
ば
い
、
の 

で
あ
る
.。
.
然
.か
る
に
國
勢
調
杏
：に
擧
げ
ら
れ
た
調
杳
項
目
を
細
部
に
就
い
：て
利
用
す
る
事
が
出
來
な
い
爲
，め
-
勢

ひ
、

同
じ
手
續
を
反 

•

復
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
事
と
な'る
。
筆
者
の
場
合
も
亦
，
そ
れ
で
あ
つ
た
。

，

‘
•

.
本
調
蜜
執
行
に
つ
い
て
の
細
目
は
省
略
す
る
。
.勿
論
、
調
丧
：方
法
及
び
手
續‘が
調
査
：成
績
及
び
結
果
：に
多
大
の
關
係
が
あ
る
の
を
無 

視
す
る
班
で
は
な
，い
：が
、
之
れ
は
別
：の
機
會
に
譲
る
。
唯
、

.本
_

査
の
項
自
丈
け
を
嘣
げ
て
お
ズ
。

：

先
づ
.、
世
帶
事
項
と
個
人
事
項
と 

;

一
に
大
別
し
、
次
の
諸
項
目
を
含^'
た
。

c
r
)

世
帶
事
頊——

現
住
所
•
鎌
倉
在
住
年
限
•
鎌
倉
町
在
住
以
前
の
：居
住
地•電
話
の
有
無
•
收
入
年
額
•
世
帶
主
氏
名
.
‘

0

1)

個
人
事
項
丨
丨
姓
名̂
續
柄
*
與
女
4

齡
糸
籍
地
*
職
業
及
び
職
業
上0.
地
位
*
從
業
の
場
所
*
副
業
內
職
*
出
身
學
校
.：

.

是
等
の
'諸
項
目
は
い
づ
れ
も
、
調
齑
目
的
に
對
し
て
深
淺
共
に
何
等
か
の
關
係
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
事
は
、
本
稿
に
於
い
て
調 

.査
結
果
を
盤
理
し
て
行
く
に
連
れ
て
示
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。

./;
此
の
戶
口
調
脔
蕻
は
嫌
會
町
の
：負
に
配
布
し
其
の
記
入
を
求
：め
、
更
に
各
戶

.に
就
い
，て
蒐
集
し
た
。
之
れ
に
よ
.つ
て
有
效
調
畓
禀

'

鐵
倉
町
の
現
代
相
，

 

三

C

三
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.

• 

:

:
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:
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V
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.
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.. 
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.

. 

V 

- 
':

五
、
ー*
ニ
四
枚
.を
得
た
が
，、
即
ち
鎌
倉&
相
住
世
帶
數
の
內
、'此
の
數
に
っ
い
て
の
調
嵛
を
成
し
得
た
理
で
あ
る
。
此
の
數
字
は
、

.
鎌
#
: 

町
C6
戶
數
1
約
六
甲
戶
を
檩
準
と
し
て
見
る
と
約
一
千
戶
の
不
足
を
示
す
も

の
で
あ
っ
て
、‘
人
口
に
し
て
.約
五
千
人
が
調
丧
浞
れ
と
な 

へ
っ̂

&

:ぼ
親
ふ
遺
憾
と.す
る
财
で
；：あ
る
ダ<
即
ぢ
鎌
倉
町̂

ロ
約
.三
寓
に
對
し)

て
本
調
奔
に
ょ
る
，人
ロ
は
ゴ 

で
11
.っ
^

^

^
成
續
^
1>
.
'て
ば
決
'し
.て
不
成
績
と
.は
云
べ
^

い
か
^

知
れ
な
^

が
、
.
ニ
割
六
分
强
の
調
崔
漏
れ
ば
パ
何
と
な
く
木
安 

を
思
ば
せ
f

私
：が
あ
.る
。r 

:此
の
瘺
れ
が
如
何
把
る
方
面
迄
あ
：っ

た

か

鐘.か
：に
斷
定
す
：る
事
が
出
來
な
い':
:
?唯
、
：願
ふ
所
铽
調
资(0
: 

目
的
^

向
っ
て
奢
し
き
關
係
を
持0
‘方
商
に
於
い
て.
Vな
い
第
を
望
む
。
藍
し
-
今
囘
の
調
嵛
は
鎌
倉
町
の
來
京
的
關
係
を
主
服
に
し 

ĉ
:
ゐ
：る
が
ら
P

て
V 
.此
€>
脫
漏
し
：た
部
分
が
、'ま
京
的
關
係
.の
も
(?
>
.で
あ
れ
ば
鬼
に
角
、
土
着
的
關
係.の
：も
の
で
あ̂

た
±

し
た
ら
1
ン 

此
の
.部
分
を
逸
1>
た
事
.に
ょ
っ
て
、
調
鸾
の
：結
果
に
、
東
京
的
關
係
の
勢
'ヵ
が
此
1

^

_厚
に
^

は
れ
た
と
し
.て
も
"
尙
ほ
幾
分
割
引
ー 

し
弋
|

^
*:
扛
ば
ー
な
ら
ぬ
事
と
っ
せ
ら
る.又
か
ら
.で
あ
.る
0 

パ：

其
は
兎
に
角
と
し
て.、バ
本
囘
の
調
赍
に.は
、「

此
0

戶
：ロ
調
蜜
以.外
0
.資
料
蒐
集
を
志
し
た
、
例
へ
ば
鎌
翕
町
の
當
度
を
測
定
す
る
が 

<
姐
き
f

れ
で
あ
つ
て
、
庇
の̂

®
の
*

料
は
、
1

0

各
世
帶
收
入
額
を
答
申
し.て
貰
：っ
た
事
：に
ょ
っ
て
得
ら
れ
^

更
に
多
種 

祖
税
公
課
.に
就
い
て
の
材
料
が
鎌
倉
町
役
■

、の
：協
力
に
ょ
っ
て
蒐
め
ら
れ
る
の'を
#

た
。
；«
豸
の
關
係
し
た
諸
種
の
調
蜜
に
於
い
.て
翁 

も
其
.の
缺
陷
を
感
t

て
.ゐ
：た
の
は
、.此
.の
：方
商
.の
材
料
で
あ
っ
た
。
.今
囘
.、
か
く
览
集
し
：た
棘
料
が
何
程
、
：眞
實
に
，利
用
し
得
る
や
否 

や
は
.、
：な
：ほ檢
时

の
^

地
あ
ら
ぅ
と
す
る
も
ナ
そ
：れ
丈
け
從
來
，の
調
奔
ょ
.
b幾
分
の
，充
實
を
期
し
得
た
事
は
欣
ば
し
い
次
第
で
あ
る
。 

な
ほ
本
囘
の
硏
究
は
、
更
に
第
二
、
第
三
の
目
的
を
含
ん
セ
ゐ
る
。
鎌
倉

I

策
京
の
關
係
を
知
る
の
が
第

1

の
目
的
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
"

第
二
の
目
的
は*1

K

は
^
琅
京
化
し
た
鎌
倉
と
昔
め
灕
倉
と0
.關
係
如
佝
を
知
悉
す
る
所
に
あ
る0
即
ち
、

一
っ
の
土
地
が 

全
然
、
新
し
き
機
構
に
發
展
し
て
來
る
と
從
來
か
ら
の
'?
>
の
；、.
即
.ち
傅
統
的
な
も
の
と
新
規
の
も
の
と
の
間
に
何
等
か
の
衝
突
が
起
り 

摩
擦
が
坐
ず
る
。
其
の
據
っ
て
來
る
、
新
舊
兩
様
の
坐
活
態
度
‘の
存
往
：が
鎌
倉
町
に
於
い
て
如
何
に
あ
る
か
を
見
る
の
が
第
二
の
目
的 

で
あ
る
。
第
三
の
目
的
は
、
鎌
倉
町
の
更
に
細
密
な
地
區
的
分
拆
で
あ

.る
。
同
じ
鎌
倉
町
と
云
っ
て
も

•

古
く
か
ら
開
け
た
土
地
と
新 

開
の
土
地
、
海
寄
り
の
土
地
と
山
地
の
土
地
、
其
の
各
々
：に
恐
ら
く

'
1
:様
な
ら
ざ
る
特
笆
が
あ
る
で
あ
ら
ぅ0
是
等
の
も
の
を
充
分
に 

理
.懈
す
る
，事
は
、
そ
れ
こ
そ
ご
近
来
流'行
的
に
な
っ
て
ゐ
る
近
隣
園
體
の
組
織
化
に
っ
い
て
、
最
も
重
要
な
恶

礎
を
與
へ
る
事
に
な
る 

で
あ
ら
ぅ
。
此
の
意
味
で
本
间
の
調
密
は
、
大
字
±

1

所
か
ら
®

^
券
に
到
.る
.十
三
の
■行
政
區
的
分
拆
は
勿
論
*
觅
に
そ
の
柯
細
分
に 

よ
っ
て
小
字
に
も
及
ぶ
小1
區
奶
分
拆
を
行
っ
，て
ゐ
る
の
で
，あ.るo

此
の
：小
地
']
&

は
數
に
し
て
百
數
十
を
算
ふ
る
も
の
で
あ
る
が
-
各 

地
區
は
各
自
、#
色
を
持
っ
て
お
づ'て
、
：他
0
地
區
か
ら
斷
然
區
，別
さ
れ
る
。
此
の
點
を
明
か
に
す
る
の
が
第
三
の

E

的
で
あ
る
。

し
か
し
-,
'

先
づ
第
，ー
，の
：寒
本
的
目
的
に
就
い
て
語
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ

.

.0

.
殊
に
、
前
述
の
戶
ロ
調
赍
に
よ
っ

V

得
た
所
に
就
い
て
そ
の 

.結
果
を
報
告
し.よ
ぅ
と
思
.，ふ
。.
地
區
的
分
柝
は
他
日
の
機#

に
讓
り
本
稿
は
先
づ
概
說
的
に
、
鎌
倉
町
全
體
に
就
い
て
現
注
の
坐
活
實 

.態
を
明
か
に
も
よ
ぅ
と
す
る.
:°
”

• 

, 

.;-(
H
)

 

:
■ 

. 

. ■ 

.パ

.

.

.

旣
に
述
べ
た
樣
ヒ
昭
和
十
一
一
年
三
段
に
行
っ
た
戶
口
調
茶
に

よ

っ
て
#

た
有
效
調
密
票
は
五
、
ー

1

1
1
1四
牧
で
、
そ
れ
丈
け0
他
帶
數
に
' 

べ
談
當
す
名
.-
:
0
:其
の
-
<繁

總

數
、
1
一
：
五

、
六-:
三

人

で

あ

：
っ
：

.て
、
一;
1«
:
帶
平
均
と
し
て
は
一
：世
帶
四•八
九
入
强
と
な
る
。
栽
本
的
數
字
を 

•，
—

倉
^

^
现
^

相
；
 

' 

、
3£
.

(

>
35
:

0

:



:
鎌
倉
呶
办
規
代
相,
'' 

揭
げ
る
>

次
め
.通
り
で
.秦
る
:-
:

°

'

■

p

h 

帶
ぃ：： \數

：：こ
ノ

.

■

-

人

'

ロ

.:.〔
一

世
帶
平
均
人
口〕

'

'

'.:
男：子人
口 

ぐ女

.
子
人
口

'.
.

'
.
.

〔

男
女
，比

‘率〕

;
3

 

:

五
、i

l
四
.
、

V

ニ
五
、
六
ニ
三
人 

へ
四
•
八
九
人 

V

:

■-
■
-

ニ
，、
〇

五

九

人
:

.

1:

三
、
五

山

ハ

四

人
= 

.四
七
^

女
I—

五
：三
^

女
I

 

一
 

. 
一
 

ニ
人
强 

1男
丨
^~

~八

九
人
韻
. 

此
の
人
.ロ
を
身
分
的
に
分
柝
す
る
と
次
の
數
字
を
得
る
。

.
'

;■
純
粹
一
族

 

，
u
i
r
j

 

u

四
人 

丨

男
■

.

:

 

5

、
七

四

六

人
■

 

.

1

女 

一

一
、
三

七

八

人
■

男

四

八
•
六
^

女 

E

I

 

•

四
^

:

I
右

比

率

家

事

使

用

入

—

男

—

女
.

營

業

使

用

人

|丨男
.：

ノ

I

女
同

居

•
下

宿

人

1

0
.

〈

—

女 ' 

.

.

其

他

女 男

I

七
九
九
人

-

八G

人 

1
、

七
一
九
人 

3
1三
八
人 

九
九
ニ
人 

ニ
四
六
人 

一1

八
四
人 

一
六
五
人 

二

九
人 

!

七
八
人 

七
六
人 

一
o

 

ニ
人

註
純
粹
家
族
と
は
本
來
の
家
族
員
と
其
の
親
戚
と
を
含
む
。
家
事
使
用
人
は
、
普
通
の
家
事
上
の
使
用
人
、
營
業
使
用
人
は
營
業
及
び
家
菜
上 

頭
傭
せ
ら
る:'
>
も
の
'を
指
す
。

其
他
の
內
に
は
靑
護
婦
會-派
出
婦
會
备
痛
所
内
の
看
護
婦
焱
出
婦
备
宿
表
を
含
め
’
又
以
上
"

家
族
•使 

用
人
及
び
同
居
卡
宿
人
と
し
て
分
類
し
難
き
も
の
：を
加
え
た
。

：
：

:'
:
'
:鎌
倉
町
©
現

代

相

'

七

X

七

〕



§

^

$

0

^

.
 

■
 

' 

' 

- 

>
' 

.

.■
■

'

ノ

..

双
、
以
h

i

所
.緣

本

的

數

霍

就

い

鑛

干
■

明
r

加
ふ
れ
ば
一
.
世
帶
平
均
人
數
の
吗•

八
丸
人
は
所
謂
一
切f

人
の
玎 

1

を
f

て
.ゐ

る

。

：

徳

人

口

迄

い

此

I

 

は
恰
も
鎌
倉
町
の
特
性
を
_

も
の
ぶ
く
に
餘

を
能
く
耳
に
す
る
。
し
か

—

此
の
女
性
人
口
の
優
位
は
、
之
れS

分
別
的
に
觀
察
す
る
と
幾
分
抹
消
し
て
來
る
。
即
ち
純
辟
家
族
丈 

け
を
と
つ
て
見
る
とI

Q

比
率
は
與
耑
八
•六
裳
る
に
對
し
て
女
が
五
一
•四

李

人

口

が

多

い

が

^

^

合
程
著
し
き
懸|

|

い
。
'從
つ
て
總
人
口
 

s

<

i

l麦

し

義

用

人

々

ロ

は

、
女
子
使
用
人

Q

占
め
l

i

t

れ
. 

る
事
と
|

。
使
用
人
々
口
はI

A

f

併
I

r

o
一
二
六
人
で
內
、
李
使
用
人
は
一
、
九
六
.五
人
、
使
用
人
々
ロ
總
數
の
？

七
^

に
當
る
。
.此
の
數
字
は
總
女
子
人
口
の
一
四•五
ズ
に
當
る
。

し
か
し
此
の
.點
を
考
慮
し
て
も
鎌
倉
の
人
口
に
女
子
人
口
が
僅
か
I

せ
よ
優
位
で
あ
る
事
は
認
め
ら
れ
る
。
其
の
理
曲
は
難
に 

求
め
ら
れ
る
か、

.f

 く
主
人
の
不
袞
暴
が
少
く
な
い
事s

f

れ
る
の
で
は
f

l

か
。
今
其
の
擎
を
調
べ
て
見
る
と 

一
六
七
世
帶
I

ふ
る
事
が
出
來
る
。
從
つ
て
此
の
數
字

Q

部
分
丈
け
は
、
純
辞
家
族
の
與
女
比
率
を
修
正
す
I

が
出
來
る
理
で
あ 

る
。
此
の
修
正.に
よ
る
と
、
家
族
人
口
中
、
男
子
一
〇
、七
四
六
人
、
：
女
子

」

一
、
三
七
八
人
、
其
の
差
六
三
二
人
丈
け
女
子
人
口
の
多 

い
の
が
一
六
七
人
を
簾
し
て
、
四
六
五
人
の
享
人
口
に
籠
を
得
る
事
と
な
る
。
此
の
部
分
に
就
い
て
も
更
に
隱
钹
等
に
よ
る 

女
子
世
帶
等
少.く
な
い
の
で
、_

の
事
情
を
綜
合
す
る
と
女
子
人
口
.，の
超
過
し
て
ゐ
る
事
は
鎌
倉
町
の
特
色
で
あ
る
と
し
て
も
岁 

‘の
_

つ
て
f

所
は
、
前
述.Q

如
く
女
子
使
用
人
の
多
い
事
、
又

擧

雜

主

Q

不
在
者
少
な
か
ら
ざ
る
事
、
更i

s

栖
等
に
よ

る
女
子
货
帶
の
孩
在
等
に
签<
も
の
で
ぁ
'る
と
斷
言
す
る
事
が
出
來
る0
主
人
不
在
の
世
帶
に
就
い
て
は
別
に
解
說
す
る
場
合
が
あ
ら

.
'

■

:

:
g

 

- 

y
,
.
- 

, 

.

.
次

に

先

づ
11
1

帶
_

成

に

就

い

て

眺

め

ょ

，
ぅ

°

价

帶

總

拿

は

前

述

の

如
く
五
、
ニ
三
四
で
あ
つ
て
，、

一
世
帶
平
均入
數
は
四
•
八
九
入 

で
あ
る
事
は
旣
に
示
し
た0
之
れ
をJ

世
帶
構
成
の
人
員
數
に
.ょ
つ
て
階
級
表
を
作
る
と
次
の
如
ぺ
な
.る
。

.

-

.數 | 

,-
-
'バ
，
•

V 

帶

15
0

65
3

88
2

94
1

80
0

C4
2

48
6

27
5

18
?

10
6

49
23
10
11
4

-

4

.

4
 

-
-
.
.
.
1 

1

1
 

1

V

.

1

,

1
 

^

£

 

V
 

.

'

:

6,
2

.

.

-

世帶人數
― m w  ―I ■, iun I

1人

10
]1
12
13
14
15
16

2 0 丨 

2 2 u

23 v

26/
27/

28/

90"

合計

右
比
率
を
算
出
ず
れ
ば
、

比 寧

2.

18.

0.3

100 o/0

世帶人數

人

L-15 "  

认は上

合 計 ’

鎌
倉
町
( D

m

代
相

r \

九

し

fiI
Sv.•V



總人ロ五歲別年齡階級表

年激階餍 m 女 合計

5 歲 1202 1219 2421
6-10// 1519 1444 2963

11-15// 1357 1380 2737
16-20// 1264 1616 2880
21-25 tt 1049 1662 2711
26-30 ft 901 1193 2094
31-35 ft 8 5 4 1046 1900
36-40// 932 855 1787
4 1 - 4 5 / / 712 705 1417
46-50// 635 531 1166
51-55 tf 485 487 972
56- 60 " 380 469 849
61-65，t 3 1 1 325 636
65-70 " 1 9 7 233 430
71-76// 1 2 3 1 7 6 299
76 -  80 " 62 98 160
81-85^ 2 3 70 93
86-90" 1 1 14 25
91-95" 2 3 5
^96-100^ 2 2

不 明 4 0 36 76

合計 12059 13664 25623

1U帶數比率

一f 帶人數 總人口 純粹家族.

1 人 2.9 6.2

2 // 12.5 15.7

3 - 5 " 50.1 51.1

6-7 tt 21.5 18.7

8-10 // 10.8 7.0

10入以上 2.2 0.5

0 人 0 0.8

合計 100%

:錄
倉
財
：：の.現
.代
相

1
I

I
iii

_.n瘺

•丨_»

备sl̂
ua

碧
(

四)

次
に
人
口
の
年
齡
構
成
に
入
る
。
先
づ
注
意
す
べ
き
點
と
し
て
は 

調
茶
.Z期
日
の
關
係
か
ら■
:

當
歲
年
齡
の
人
口
が
頗
る
僅
少
.で
あ
つ
た 

事
.で
あ
る
*
記
入
方
法
に
生
年
月
日
を
求
む
れ
ば
此
の
缺
陷
を
除
く 

事
が
㈣

双
た
で
あ
ら
ぅ
が
、
此
の
點
で
通
例
の
方
法
で
钷
齡
( o

記
入 

を
求
め
た
結
果
一
歲
者
の
數
が
比
例
を
失
し
て
少
く
な
つ
た
。
次
に 

示
す
五
歲
別
年
齡
表
に
於
い
て
も
其
の
影
響
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
P

"

.錄
倉
'町
：の
：現

代

相
'

.

十
人̂

H
i
s
S
S

 

-
今
、
之
れ
を
純
粹
家
族
の
.み
の
世
帶
構
成
に
よ
つ
て
見
る
と
次
の
如
く
な
る

<

1
〇

(

1

0〕

職
m m

為)

後

同比率•II上帶數

15.7 
19*1
17.7 
14.4 
11.3

3.7
2.2
1.0

.5

324
520
908
928
761
593
387
195
115
53

lit帶入數
(MKBMaeOEBEBHVM*

1 人

12 
13'
14
15

合 計  5,234 100 ^

UfO

右
、
兩
表
か
ら
、
觅
に
之
れ
を
要
約
し
て
次
の
表

(

次
頁
有
上
圖)

を
得
る
事
が
出
來る
。
共
に
五
人
祖
帶 

以
下
の
小
世
帶
が
大
多
擻
を
占
め
て
ゐ
る
の
が
^

に
着
く
。
純
粹
家
族
の
場
合
で
は

(

零
人
世
帶
を
除
き) 

七

三

^

に

該

當

し
、
總
人
ロ
の
場
合
に
は
六
五•
五
^

に
當
る
。
兎
に
角
鎌
倉
町
全
體
と
し
て̂

.殊
に
純 

粹
家
族
人
口
の
場
合
の
小
世
帶
が
著
し
く
現
は
れ
て
ゐ
る
。
此
の
點
は
更
に
第
一
一
部
に
屬
す
る
地
區
的
分
柝 

に
際
し
て
、
觸
rt
る
所
が
あ
ら
ぅ
。
藍
し
楚
等
.の
全
體
的
數
字
ば
之
れ
を
地
區
的
に
分
柝
す
る
と
可
な
り
興 

.来
あ
る
■.結
集
を
.示
す
か
ら.で
あ
..る
。



s
 

C

 

1
:
1
1

V

ー
此
；の̂

^

ら
上
の
:l
i
i
.ぶ

^

^

す

る

事

が

出

之
れ
に
よ
つ
て
見
る
と
女
子
人
ロ
が
多 

く
、f

に
华
齡
的
に
版
十
一
六I

ニ
十
五
歲
迄 

.の
年
齡
層
が
頗
る
膨
大
し
そ
ゐ
る
事
が
窺
へ 

る
。
•か
、
る
事
實
は
與
子
人
口
の
方
に
は
少 

k

此
の
方
ば
、|

、
：|

順
的
に
な
f

 

か
な
推
移
を
示
し
て
ゐ
る
。
此
の
女
子
人
ロ 

の
キ
»

_
ぼ
上
の
特
也
は
、
«

に
揭
げ
た
人 

.:

ロ
の
#

分
別
分
#

を
經
て
漪
察
す
る
，と
直
に.

.

說
明
が
0
く
。#

ち
、
也
の
女
子
人0

の
年 

齡
を
鞲
成
す
る
大
部
分
は
純.»
家
族
以
外
の 

_
人
ロ
、
卸
ち
生
と
し
：て
象
事
使
用
人
の-A
ロ 

.
:に
基
く
％

の
で
本
る
。
故
に
今
、
.
純
粹
家
族 

人
ロ
に
の
み
就
い
て
年
_

を
作
成
す
る
と

年瀚階級

1— 5 歳

6—10 ” 

11—1 r. v  

16—20 // 
21-25 ” 
26-30  tt 
31—35 "  
36 -4 0  if 
41—45 it 
46—50 "  
51—55 "  
fi6—60 ” 
61— 66// 
66—70 "  
71—75 "  
76—80 
81—85 V/ 
86 ~ 90 ” 
91—95 .// 
96-100',//
不 明

合 計 10746 11378 22124

純粹家族五歲別年齡階級表

俯

23
9

9

l

l17
4

4

M
1r
6
816
8

2

fl1
0
0一

女

.
I:

迦

13
0
988
8

80
6

-^ 6
^

^

30
8

21
5

16
6

9S
68
13
3 
一
 

2
15

V
. 

; 

; 

• 

. 

.

.

. 

. 

.

.

. 

-

E

19
1

60
1

 ̂

m
12
0

58
23
11
.
1

.20j

次
の
如
き
結
果
を
得
る
。

游
び
此
の
表
か
ら
次
の
年
齡
ビ
ラ
ミ
ツ
ド
を
作
成
す
る
。

：

 

,

.

:ン
.へ

：ゾ 

，
此
の
圖
に
ょ
る
.と
前
揭
の
苹
齡
比
率
圓
と
全
く
逆
の
結
果
が
示
さ
れ
て
來
る

0

即
ち
女
子
人
；ロ
の+
六

丨
-:
十

五

歲

の

年

齡

»

は
著 

し
く
其
の
此
率
を
減
少
し
爲
め
に
六I

十
五
歳
の
年
齡/!
-
.が
比
率
を
增
大
し
て
來
て
ゐ
る
。
此
の
事
が
男
.子
人
.ロ
に
就
い
て
も
沄
へ
る
。 

即
ち
十
六
；丨
三
十
觉
迄0
年
齡
層
*0
比
率
が
著
し
く
減
退
し
て
女
子
の
場
合
と
同
様
贮
玆
に
著
し
：い
凹
而

0
彎
仙
を
示
し
て
ゐ
る0「

之 

れ
は
勿
論
、
營
業
使
用
人
其.

C

他
の
存
往
に
ょW

變
化
で
•あ
る
が
、
兎
に
角
、
兩
圆
が
最
も
對
照
的
な
特
色
を
.示
し
ズ
ゐ
.‘る
の
は
興
味 

鎌
倉
町
.の
現
代
相
.

ー
芑
：

(



. 

1

四

(
.
1

四
し
.

■'
:
:が
，深
い
p
.
,即
ち
，總
人
R

の
場
合
に
あ
つ
て
は 

珠
塑
を
承
し
た̂:
の
：が
純
粹
家
族
人
口
の
場
合
に 

あ
つ
て
■は
-ft
簞
型
を
；爲
すo

.

,

'.
'

•
此
の
年
齡
鞲
成
が
鎌
倉
町
に
と0
'て
如
何
な
る
：
 

特
質
を
物
語
る
か
は
な
ほ
深
く
分#
し
た
上
で
胄
，
 

察
す
る
必
要
が
あ
ら
ぅ

O

し
か
し
簡
單
に
推
測
す 

，
る
翦
を
許
さ
れ
る
；な
ら
ば
、
之
れ
が
.
_

消
費
地 

と
し
て
の
鎌
倉
の
，特
質
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
は
な 

い
か
と
思
ふ
。
即
ち
總
人
口
に
於
い
て
膨
脹
を
示 

し
て
ゐ
た
年
齡M-
は
女
子
人
ロ
に
あ
つ
て
は
家̂
 

使
用
人
の
存
柱
に
遨
く
も.

Q

で
あ
り
、

(

然
か
も
前 

述
の
如
く
男
子
人ti

の
場
合
ょ
り
女
子
人
口
の
場 

合
の
方
が
其
の
膨
脹
度
が.著
し
い
の
だ
か
ら)

男 

子
人
口
の
場
合
に
は
其
れ
が
營
業
使
用
人
に
ょ
る 

も
の
と
し
て
も
、
極
め
て
其
の
勢
力
に
よ
る
影
響

i

?

所
I

し
て
、
謙

i

f

 

i

l

l

t
。

• 

然
か
し
，
之
れ
は
ー
應
ノ
假
り
の
推
論
に
過
ぎ
な
い
。
鎌
倉
町
に
規
模
を
同
じ
く
す
る
様
な
別
の
土
地
を
と
つ
て
、
そ
'
と
比
鞔
す

暴

に

よ

？

初
め
て
鎌
倉
町

Q

特
質
が
判
明
す
る
で
あ
ら
ぅ.が
、
そ
れ
に
は
及
び
得
な
い

Q

で| 

推
論
に
化
め
る
。
 

一

.

 

<五)

.

. 

一

. 

. 

.
 

I

禅
び
世
帶
關
係
に
戾
つ
て
、
备
撒
帶

Q

在
往
年
限
及
び
前
居
住
地
を
問
題
と
し

.
て

取

上

げ

て

み

よ

ぅ

。

調

齊

上

で

は

、

f

倉

町

^

の 

一
 

移
轉
戚
不
間
に
附
し
て
、
鎌
倉
町
そ
の
も
の
に
在
性
す
石
年
限
を
尋
ね
た
。
其
め

繁

、

短

か

き

は

數

日

か

ら

永

き

は

螯

部

、

鎌

倉

 

一

.

證
の
頃
よ
り
連
綿
と
し
て
莲
す
る
世
帶
が
あ
る
。
是
等
の
窪
年
限
を

V

五
十
年
を
_

に
し
て
五
十
年
以
下
と
五
十
年
以
上
と 

に
分
け
る
0

五
十
年
と
云
ふ
數
罕
は
必
ず
し
も
科
學
的
根
據
に
基
い
て
設
け
た
基
準
で
は
無
い

o

唯
五
十
年
前
と
茨
：
'ば
明
治
ニ
十
年 

一
 

、
.

喷
で
本
調
|

目
的
と
す
る
現
代
鎌
倉
の
實
相
を
知
る
上
に
は
、
決
し
て
新
し
過
.ぎ
る
年
隱
準
と
は
思
は
れ
な
い
。
現

代

鎌

倉

か

實r
f 

相
は
茲
轚
乃
至
十
數
年
間
の
著
し
い
變
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
.か
ら
しY

，

明
治
二
十
年
頃
を
基
準
と
し
て古
い

時

代

と

新

し

い

专 

と
S

別
す
る
の
は
決
し
て
失
當
で
な
い
と
思
ふ
。
否
*

筆
者
は
む
し
ろ
、
竺
十
年
前
後
に來
往
し
た
鎌
倉
在
住
者
に
就
い
て
其
の 

在f

部
限
を
尋
ね
る
事
に
主
跟
を
置
名
の
で|

。
扨
、
此
の
基
準
に
據
つ
て
在
住
諼
を
盤
理^

る
と
龙
の
結
果
，を
得
た0

§ -
'

可
：

-I 

• 

• 

•
.

五
年
■

在

住

世

帶

が
.番
多
い
事
.に
な
る
、'
右
此
率
を
算
出
し
てS

示
せ
ば
次
頁
上
圖
笳 

：

、

.：/

々

.
_
.
,

.

-

_

に
よ
る
皇
年
朱
滿
が
三IX

を
以
つ
て
最
高
位
に
在
り
、
次
い
て
永
住

(

前
述Q

基

準

に

よ

つ

一

て

五

〇

年

以

上

を

之

れ

に

加

'
I

 

.

へ
.
た

o

.

し
か
し
大
體
に
於
い
て
此I

に

入

美

は

百
S

百
年
Q

S

期
間
を
持 

一

- 

/
 

V
- 

^

:

■

.
' 
一
 

:

.

.

.
- 

. 

:
 

>

''
.

.

'

:

..ニ : 

ノ
：
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■-

■
■
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.

.

 

'
■
.'
 

V
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1 1 "

12 "

13 "

14 "
15 ” ，

16 ” '

17 "
18 "
19 "
20 it

21-25年迤 

26-30 // 
31-35 "
3 M 0  "  
41-45 "  

46-50 か 
永 住  

其 他  

不 明  

無記；s

在年住P 世帶數〕

1年耒滿 ■S32
】年以上 261
2 9 325
3 " 279
4 " 197 ,

5 "  ' 229 '
0 ” 161 *
7 // 152 \
8 " 140
9 ,// 84

10 // 196 J

同大別 

-1 6 2 3

> 7331

' ；

_ - ノ . '

1 姐

■ ——匕

卜 626

1289
丨：：. . '
• 49

合 計  5234 6234

55
59
.0
6 

8
, 

3 

o 

6 

7 

7 

6 

5 

8 

-
8 

3 

6 

9 

6 

6

1
 

6

3

4
 8

4

6

5

5

2

3

7

1

S

7

3

3

8

3

-

.

1 

'
]
1 

1 

1
1
2 

2

\

 

..
 

,
 

..
 

X
'
.

め
.る
。
反
之
在
住
の
六
丨
ー
〇
苹
に
及
ぶ
も.の
.は
一

類

、
.
一」

年
ょ
り
ニ
◦

年
.に
及
ぶ
も
の
.

」

.七

*
四
多 

I
J

一
 

'年
ょ
り
五Q

年
に
及
ぶ
-も

の 
一

一

一

f

な
つ
て
ゐ
る
°

故
に
一
1
0
年
を
境
と
し
て
區
分
す
れ
ば 
一6

年 

隹
の
.も
の
：六
一.1丄
ハ̂

强
.と
な
り
、
ー：

1

一.一
年
以
上
永
住
者
を
加
へ
た
も
の、
比

率

は

三

六

头

％
と
な
り
比
較.
 

拥
班
往
年i

限
め
短
：い
世
帶
が
多v>
事
に
な
.る
。
然
か
し
永
住
世
帶
が*
金
抵
帶
數
の
.四
分
の
.
1
を

占

め

_
て

ゐ 

る
事
社
決
し
て
無
視
す
る
事
の
出
來.な
い
數
字
で
あ
る
。

.
'
.馮
等
の
趣
住
苹
限
に
關
す
る
數
字
が
他
の
色
々
.、の
猢
に
關
雕
4

て
何
を
意
#

す
名
か
は
、
：
.別

.
の

春

で

分
 

柝
を
加
へ
ょ
ぅ
。
結
論
を
先
に
：一

K

ふ

な

ち

ば

衰

年

限
.の
：短
い
往
往
者
に"
：
，
所

謂

衆

京

的

勢

カ

：を

：
見

出

.す

事
 

が
出
來
る
の
で
あ
つ.て
：、
典
の.意
味
で
新
し
.い
.鎌
倉
を
#

成
す
る
主
要
分
子
が
、
即
ち
此
の
三
 

一
％
又
は
六

主

入
ャ
年

二
十
弟

1'

年

五

耳

の
镇
代
：湘

ン

へ

：

 

H

ハ

六

)

|
1涔
0
優
勢
を
形
づ
-<
:つ
て
.
.ゐ
名
と
：云
つ
て.差
支
な
/*
0
ヴ

.
：
ィ

リ
^

-

•.ノ
 

-

.

'

,

 

ベ

：

'

.

.

.

■

.

.

.) 

.

.

. 

,

.

次
に
鎌
食
在
住
以
前
の
在
住
地
疆
でi
o
.

此
の
項
目
は
、
ぎ
論
永
住
者.に
就
い
て
は
問
M -
と
な
ら
ぬ
も
の
で
比
贫
的
に
新
し
い 

來
往
者
に
就
：い
て
何
處
か
ち
移
往
し
で
來
だ
か
を
問
ふ
も
ひ
で
逢
。
從
っ
て

V
霞

地

、
の

問

題

と

な

ら

ぬ

も

ゆ

及

び

無

記

入

等

を

除

い
て
，
三
、
四
九
九
世
帶

i

就
い
て
歡
理
す
る
事
が
出
來
た

O

之
れ
に
ょ
る
と
上
の
如
き
結
艰
を
导g
o
,
•:

. 

.

.

.

. 

' 

• 

, 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

-
• 

. 

' 

•
; 

■

'

此
の
表
に
ょ
づ
て
明
瞭
の
樣
に
三"四
九
九
世
帶
中
0

八
割
ま
で
れ
關
東
她
方 

ょ
り
の
來
住
衆
で
ぁ
る.0
故
.に
此
の
數
字
を
！$
び
分
柝し
て
見
る
と
、
第

二

；
 

I表
^

得
る
。

.

.

.

-
 

.

•

……

第
1
:
:
1
表
に
ょ
れ
ば
苽
京
府(

東
京
市
.を
含
む)

i
.神
奈
川
縣
が
最
も
有
力
で

.

.他
，の
五
縣
比
合
訐
し
て
も
頗.る
僅
.か
な
數
字
で
ぁ
る
。

東
京
府0
數
字
は
實
" 

に
益
數(

三
、
四
九
九)

に
對
し
て
四
四̂

で
、
神
奈
川
縣
の
そ
れ
は
同
じ
ぐ
三 

三
^

に
該
當
.す
る
。
即
ち
、前
住
地
と
し
て
は
$

双
及
び
神
奈
川
縣
丈
け
で
全 

體
の
約
七
七
多
に
及
ん
で
ゐ
る
。
故
に
鎌
倉
に
來
住
し
た
-
<々
.
.の
四
分
の
三
以11
は
、
取
京
及
び
神
奈
川
縣
内
か
ら
移
っ
た
も
の
と
琴 

ふ
事
が
出
來
る0
、 

.

他
.の
府
縣
で
、
稍
著
し
い
數
字
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
は
、
數
字
順
に
擧
げ
る
と
、
廣
島
縣

(

九
ニ)

長
崎
縣(

六
；
一〕

靜
岡
縣(

六
ご
で 

ぁ
.夕
そ
”

：
之

れ

允

：
續

べ

;?
>
:0
.
:は
：猶
玉
無(

四
1:
ヤ
2
 

是
等
の
内
一 

鎌
倉
町
の
現
.代
相
 

l
b 

、
一
七
し

前 法 地 （第一表〕

.9

.7

.7

.0

.

1

-.2
.0
.6

.

8
^
 

1
.80
5 

3

.3
0 

3

1
.0
.

00 

. 

i

67
I

19
9

10
6

LO
B

6
L0
6

57
27
99 

28
;l
i

l

1

34

访
防
访
方
方
方
方
他
國 

吼
地
地
池
地
也
机 

'
計 

北
東
.部
，畿
國
國
州
'

.

ゝ„ 

東
：關

中

近

中

四
•九
.其

外:

合



前 住 地 （第三表 )

應 川 縣

横 濱 市 337

撗須賀市 166

川 崎 市 14

平 塚 市 25

浦 賀 时 5

葉 山 町 15

逗 子 町 90

戸 塚 町 1S

隱 田 村 1它

本 鄕 村 12

大 船 町 68

鎌 倉 町 68

腰 越 町 24

片 瀨 町 15

深 澤 町 24

村 岡 村

大 正 村 11

藤 澤 町 59

茅ヶ崎町 16

大 磯 町 9

小田原町 ' 8

厚 木 町 3

神奈川縣 148

合 計 1152

前 住 地 （第二表：）關朿埤方(

註)

.
此
の
•表
中
、
鎌
倉
と
あ
る
は
、
前
住
纏
に
鎌
倉
と
記
入
あ
み
も
の
、
即
ち
鎌
倉
内
に
て
移
励
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
從
つ
て
兹
で 

宏
ふ
前
住
地
と1>
て
は
1
不
明
.
1と
し
て
取
扱
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
假
り
に
兹
に
盤
理
し
て
お
い
た
。
又
神
’奈
川
縣
と
あ
る

. 

V 

. 

.

.

.

.

'.
,は
、
..
'帘
町
村
名
を
具
體
的
に.記
入
し
な
か
ウ.た
も
©
で
あ
る
て
ノ
：
 

,

拨
、
此
，の.數
字
中
、
橫
濱
市
の
三.三
七
が
傑
出
せ
る.數
字
で
ぁ
る
。
神
奈
川
縣
總
數
の
約
三
〇
％
を
占
め
、
前
住
地
總
數

(

三
、
四
九

響
埘
め
導
代
賴
.

1540
1152

34
41
16
13
27

2823

莳
縣
縣
縣
縣
縣
縣

計

京
#

葉
玉

M

木
5

 

東
‘

中
.
：®
 

:

群，栃茨

< 

1

八

(

1

A〕

A

較
的
多
數
を
占
め
备
廣
氣
長
崎$
兩
縣
だ
就
い̂

钱
同
地
忆
於
け
：る
海
軍
關«

-:
0
深
" 

い
事
と
鎌
倉
の
そ
れ
と
が
同
似
で
あ
る
點
を
示
し
■て
ゐ
る
。
恐
等
の
諸
點
を
詳I
乂
論
ず 

る
の
は
別
の
機
會
に
讓
る
。

.

鎌
倉
來
住
菪
屮
、
東
京
及
び
神
奈
川
縣
か
ら
移
つ
た
も
の
が
全
體
の
四
分
の
三
と
あ
る 

か
ら
に
は
、
東
京
及
び
神
奈
川
縣
の
數
字
を
更
に
分
柝
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
先
づ

fl 

:
奈
川
縣
か
ら
始
め
る
と
、
次
の
表
を
得
る
。
：

 

：

麴 町 區  
神 田 區  
H本_區 
M 橋區 
芝 區 ’
麻 布 區  
赤 坂 區  
四 谷 區  
牛 込 區  
小石川區

本 鄕 區  
下 谷 區  
淺 草 厥  
本 所 m  
深 川 區

品 川 區
目黑區  
荏 原 區  
大 森 區  
蒲 田 區

此田ヶ符威
離 谷 區  
淀 橋 直  
中 姆 區  
杉 敗 區  

鹽 島 區  
‘瀧腺川區 
荒 川 區  
玉.f子 fee 
板 橋 區

足 .立區• ， 
向鳥.區 
城 苽 區  
葛 飾 疏  
江戶川區

苽 京 帘 99

八王子拊 3

M 東酧 31

合 計 1540

前 住 地 ( 第四表 )  

東 京 市

51
45
55
58
10
4

65
75
28
70
66
67
46
:3
8
20
13
66
33
-2
2
82
S9
36
94
58
51
36
38
14
10
12
10
1

6 

5
„ 

3

九)

：の
約
一
割
弱(

九
•
六
^)

に
當
る
。
次
い
で
撗
須
賀
市

f

1

六
六
：

)

逗
子
埘(

九
〇)

大
船
町(

六
八
滅
澤
町(
五
九)

等
が
ぁ
る
0 

k
づ 

-

れ
も
附
近
隣
接.の
市
町
村
で
あ
る
。
 

- 

次
.

H

東
京
の
場
合
の
稗
分
柝
を
揭
げ
よ
う.

o

 

.

.
此
の
；表
に
ょ
る
と
前
住
地
を
取
東
と
す.る
總
數
一
、
五
四0
は
葛
撕
區
を
除
い
て
東
京
市
の
全
部
に
及
ん
で
ゐ
'る
0

此
の
場
合
も
、
；區 

名
：を
記
人
し
な
か
っ
た

「

東
京
市」

と
沄
ふ
記
載
が
九
九'-
？

)

ぁ
っ
' ^

:

。
三
十
，四
區
中
、
芝
區
の
ー
〇
四

が

最

高

で

.ぁ

り

、
之

れ

に
澀

谷

(

九
：

四)

：大
森(

八
ニ)

赤
坂(

七
五)

牛
込(

七
0)

本
鄕(

六
七)

品
川(

六
六〕

京
橋(

五
八)

淀
橘(

五
八)

日
本
撤
、
麻
布0,
五
五)

麴
町
，
中
野(

五

.

.

.

 

,

.

‘

 

.

 

.

丄)

，
.:
^

;な
;0
て
ゐ
る
0
し
か
し
是
等
の
諸
區
を11
1

の
手
と
下
町
：の.分
類
に
寒
い
て
禅
分
す
る
と
次
の
結
果
と
な
っ
：て
、
如
匁
に
鎌
倉
ゃ 

來
住
山
た
人
々
の
前
住
地
が
ー
定
し
た
所
に
ぁ
る
か
明
瞭
に
な
る
0
5

(

第
五
表
參
照)

即
ち
山
0
手
及
.び
.西

南

郊

の

諸

區

か

.
ら

移

住

し

た
 

者
が
極
め
て
多
い
。
兩
雪
合
す
れ
ば
全
體
の
六
九
•
七
^

に

及

ん

で

ゐ

，
る

o
;っ
ま
々
、
今
囘
の
調
茶
に'ょ
っ
て
得
た
馓
倉
町
世
帶
總
數 

五
、I

t

s世
帶
中
；|
、
〇
七
.
|世
帶
0

も
.の
.が
'

「

何
等
か

^

1

1

 

. 

一

九

べ

I

九)



前住地（筋五表）柬京市大加

窗 市 區 山 手 諸 區 516 
同 下 町 諸 硫 275 

同 新 市 璐 四 南 諸 區 655
同 ，同.，.... _ .來北諸區料 

其 他 ’ . !33 .

合 計 、 1^ 0

明 避 ぬ ぐ 靡 、 へ;

_ 1 ! 1 | _ _ 於
ぃ》V’ い、か/ 1 ォ5 _ -

1

 

,

%
! «

! .
*

■? 

f i
l

i f

d
s

i

1i1

漏 箅

‘犯

^ o
*

M

A

%
(£

,

し
て
*

た」

と
另
ふ
梁
に
な
り
、
此
の
比
痺
は
本
：數
の
‘ニ
削 

.
に
及
ん
で
ゐ
，る9
そ
‘れ
、
來
京
ょ
t

移
性
し
た
漭
*
金
部
に 

つ
い
て
云
へ
ば(

一
、
五
四
〇
世
帶)

_總
歡
の
ニ
九
而
炻
に
達 

,

し
.て
ゐ
る
o
:

:

.:
茲
に
本
調
奔
の
第1

眼
目
た
る
鎌
倉
：と
東
京
と
の
關
係
を
广 

‘
明
か
に
す
べ
身I

つ
の
契
機
が
見
出
さ
れ
た
理
で
ぁ
る
。
前

，
 

に
述
べ
た
様
に
、
鎌
倉
に
は
極
め
て
永
く
、
所
謂
先
祖
代
々

永
住
す
る
者
が
決
し
て
少
く
な
い
が
、
大
多
數
ば
極
最
近
に
な
つ
て
來

©

し
た
者
で
あ
る
。
苋
に
比

f

中
^

下
%

區
較
的
新
し
く
來
住
し
た
者
は
そ
の
四
割
四
分
ま
で
が
琅
窟
ょ
り
移
つ
た
者
で
あ
る
_と
云
ふ
琪
が
茲
に

• 

• 

....

明
玲
に
さ
れ
た
。
從
つ
て
後
に
殘
る
問
題
は
、
新
し
く
移
住
し
た
苕
が
娛
し
て
艰
京
よ
り
移
つ
た
の

か
否
か
の
點
を
明
か
に
す
る
事
で
あ
る
。
即
ち
、
新
し
く
鎌
倉
に
來
た
者
は
苽
京
の
山
ぬ
手
又
は
西 

南
郊
外
に
住
む
と
同
じ
氣
持
で
鎌
倉
に
移
っ
て
來
た
の
で
は
無
い
か
と
一

K

ふ
事
が
之
れ
に
ょ
っ
て
立 

,證
さ
れ
る
事
に
な
る
理
で
あ
る
。

.
 

\

:

鎌
倉
來
住
者(

世
帶)

中
、
東
京
ょ
り
；の
來
住
が
一
、
五0
六
な
る
事
.は
前
に
揭
げ
た(

東
京
府
^
の 

分
を
除
い
て)

。

此
.の
數
字
が
衆
京
ょ
り
移
っ
て
鎌
倉
に
何
年
往
往
し
て
ゐ
る
か
を
調
べ
る
と
、
左

の
：結
梁
を
得.る
.o 
■

,

.へ

：.
V'
フ 

;

.

茌
住
十
年
迄
の
世
帶 

一
、
〇
七
七 

(

七
7

五
涔
> 

' 

' 

'

V:
,
、
同

ニ

十

年

迄

の

世

帶

 

.三
一
六 

.(

ニ
ー
 

6

5'
' 

‘

.

:
同

K

十
年
迄
の
世
帶 

一
ニ
ニ 

. 

(

.

七
•
五
5
 

;

即
ち
.七
割
は
十
年
以
內
の
移
住
で
あ
る
琪
が
算
出
し
得
た
。
二
十
一
年
以
上
五
十

¥-
に
及
ぶ
も
の
は
僅
か.に
七
.
五
％
に
過
ぎ
な
い0
之 

れ
^

鎌
倉
移
住
容
總
激
の
增
合
の
比
率
に
齡.照
す
る
と
、
五
十
年
控
の
も
の
が
三
、
八
九
三
世
帶
そ
の
內
ニ
十
部
迄
の
も

.の

.が
八
四
^
で 

あ
つ
た
の
に
對
し
て
、
诳
京
ょ
り
移
往
し
た
も
の

 

>
 場
合
は
九 
一
ー*
五
％
士
な
つ
て
ゐ
る
。
之
れ
に
ょ
つ
て
取
京
ょ
り
の
夥
し
き
移
££
が
- 

如
何
に
近V

キ
的
現
象
で
あ
る
かV
立
證
さ
れ
て
ゐ
る
。
故
に
一
應
は
此
の
數
字
に
據
る
骐
も
出
來
る
が
倚
ほ
茲
に
法
意
しな
け
I

ば
な 

■

ら
ぬ
^

は
、
往
住
年
腋が
稍
、

長
期
に
苴
つ
，て■ゐ
る
場
合
に
は
前
住
地
の
：記
入
が
缺.い
て
ゐ
る
.も
の
が
多
か
つ
た
事
で
あ
る.
0
胃
頭
.に 

も
の
‘べ
た
樣
に
、
大
體
ー
一
十
年
以
：上
に
苴
る
場
合
は
最
近
の
現
象
外
と
看
做
し
谋
の
結
果
、
.前
住
地
の
記
載
を
あ
ま

セ
嚴
密
P
求
め
な 

'か
つ
た
.の
で
、
長
期
在
住
敦
の
場

<
c

に
あ
つ
て
は
前
在
地
の
馨

f

が
少
い
か
ら
、
逆
に
、
前
住
地
の
方
か
ら
擊
を
在
住
部
腿
別
に 

整
理
す
る
と
當
然
、
一
〇
年"

ニ
〇
年
、
五
〇
年
で
永
い
在
住
胬
に
な
る
程
、
率
が
激
減
す
る
の
を
免
れ
な
い
。
又
艰
京
ょ
り
の
來
主
者 

が 

一0

印
迄
の
居
估
背
中
？
著
し
い
高
率
を
持
つ
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
他
地
方
の
來
住
容
に
同
じ
傾
向
又
は
典
れ
以
上
の
傾
向

0

麥
冼 

'
す
る
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

(

次
頁
の
詁
を
見
ょ)

例
へ
ば
海
軍
關
係
者
で
鎌
倉
に
來
住
し
た
者
が
前
住
地
に
ー
定
の
特
色
を
汞
し 

て
ゐ
‘る
事
は
前
述
の
通
で
あ
る
が
、
是
等

Q

人
々
こ
そ
、
殆
ど
例
外
な
く
、
鎌
倉
往
往
の
盡
期
間
容
で
あ
る
。
從
つ
て

^

等
の
上
也
、

.

i

町
の
•現
代
相.
.

.

.

.

.

.

v

 

‘
 

J
.

二 

' 

c

ニ
r

v

:

:



,

鎌
倉
财
.の
現
代
.祁
：
 

' 

ニ
ニ 

(

 

ニ
5

廣

岛
•

長
崎
と

1
K

ふ
地
方
か
ら
の
來
住
漭
は

一
〇
〇
％
に
十
年
以
下
の
#

饨
容
で
あ
る
と
去
つ
-
.
て
差
支
な
い
。
故
に
艰
京
丈
け
が
嘶
く 

特

色
的
A

は
無
い
の
で
あ
る
が
、
其
の
數
が
踮
倒
的
に
多
い
の
に
此
の
特
殊
な
傾
向
を
示
し
て
，ゐ
る
か
ら
、
之
れ
を
以
.

っ

て

鎌

倉

の

.近

代
現
象
で
I

と

震

し

て

も

間

違
S

I

ま

い

。
，
又

.
、

益

' ::の

性
質
は
.東
京
ょ
り
の
.
.移

住
'>
同
じ
榇
に
見
る
事
が
出
來
る
場
合
が
あ.る
。
後
者
に
.っ
い
,, 

■
'
て
は
、
來
京
か
ら
先
づ
湘
南
地
方
に
移
り
共
の
後
、

V
鎌
倉
に
移
っ
^

機
な
場
合
に
は
、.前
'

.

住
地
の
形
式
で
.

は
東
京
は
消
ぇ
そ
前
住
地
の
、/

例
へ
ば
逗
子
と
か
茅
ヶ
崎
丈
け
が
淺
る
。
:

- 

- 

■

,

し

か

し

此

の

意

味

の

，前

住

地

.

に
も
拘
ら
f

か
ぅ
一K

ふ
來
位
者
は
、
.
柬
京
的
で
あ
る
事
が
充

分
推
察
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
要
す
る
に
結
論
■

と
.

し
.

て
は
、
\

近

來

の

鎌

倉

は

(

即
ち
新
し
い
：
.

來
睢
者
の
中
に
は

)

可
な
ゎ
多
く
苽
京
か
ら
移
っ
た
背
を
含
ん
で
ゐ
る
と

M

ふ
點
を
强
調 

,

•

出
來
れ
ば
い
、
の
で
あ
る
。

-

.

. 

;

(

註

)

試
み
に
、
五
.

十

邙

迄

の

往

住

者

の

前

估

地

を

、
十

苹

、
ニ
十
年
.、

五
十
坪
の
一
一

■

段

揩

，に

分

\ 

け
て
其
の
比
率
を
各
土
地
に
就
い
て
求
め
る
と
次
の
結
梁
を
得
る
。

之
れ
に
ょ
っ
て
知
る
機
に
聚
苋
市
の
場
合
と
東
京
•
神
奈
川
を
除
い
た
他
の
諸
地
の
場
合 

-

と
が
、
十
筇
迄
の
在
住
者
に
著
し
い
高
率
を
'示
し
て
ゐ
る
に
反
し
、
神
奈
川
縣
を
前
住
地
と 

. .

す
る
も
の
は
二
十
年•
五
十
年
に
相
當
の
率
を
持
っ
て
ゐ
る
。
此
の
事
か
ら

k

奈
川
縣
內
に 

前
住
地
を
持
っ
も
の
、
柯
に
は
、
可
な
り
古
く
移
往
し
た
者
が
あ
る
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
前

スル移住者ノ在住年限別比率各地ヲ前4
.
住
地
を
記
入
せ
ざ
る
も
の(

.五
十
年
以
上
は
除
く)

は
在
表
'で
見
る
樣
に
在
住
年
限
が
永
き
場
合
に
於
い
て
最
高
率
を
示
し
て
ゐ
^>
。
之
れ
は
前

に
述
べ
た
理-

s

に
恶
く
も
の
で
あ
る。

.

.

, 

: 

>
.
.

ン 

'

•■
- 

: 

• 

' 

. 

, 

■ 

. :
■
.

. 

.

在
住
年
限
の
長
短
が
持.っ
他
の
關
聯
に
は
頗.る
興
味
の
.深
い
も
の
_が
多
い
。
然
か
し
其
れ
は
、
別
の
題
目
の
下
，に
取
扱
ふ
豫
定
で
あ 

る
か
ら
、
：玆
で
は
其
の
細
部
に
百

一

る
を
避
け
る
。
要
は
、W
三
繳
返
し
て
云.ふ
が
、
鎌
倉
と
一

K

ふ
土
地
に
は
、
現
在
で
は
、
非
常
に
多 

く
の
取
京
人
士
が
這
込
ん
で
來
て
ゐ.る
と
.一

K

ふ
事
實
、
從
っ
て
衆
京
と
沄
ふ
大
都
市
の
觸
手
が
數
十
籽
を
離
れ
た
土
⑽

^
相
當
强
く
延 

び
て
ゐ
.る
と
$:
ふ
事
實
.を
間
明
す
.る
.に
あ
る
0 

, 

、

.

.

. 

.

.

.

.
'

 

X

六〉

. 

1

..

扨
、
.鎌
倉
と
東
京
と
の
關
係
を
明
か
に
す
る
上
に
' 

な
ほ
.留
意
す
べ
き
點
が
あ
る'。
其
れ
は
、
云
，ふ
迄
も
な
く
通
勤
通
學
.の
關
係
で 

あ
を
。
：本
調.喪
で
は
、
此
の
點1
留
意
し
て
、
調
茶
票
に
職
業
及
び
職
業
上
の
地
位
、
並
び
に
從
業
の
場
所
を
明
記
す
る

'
■
を
求
め
た
。 

E
,

勤
通
學
の
關
係
を
明
か
に
す
る
に
先
立
っ
て
、
先
づ
職
業
上
の
數
字
に
就
い
て
述
：べ
て
み
ょ
ぅ

。

、

第
一 

'に
職
業
々
態
を
標
準
と
し
て
の
盤
理
で
あ
る
。
豸
で
茇
ふ
業
態
別
と
は
各
世
帶
を
業
主
ば
人
及
び
兩
者
め
混
成

^

1
罾
に
分

.

.

 

.

.

.

. 

. 

.

け
る
事
を
意
味
す
る
。
如
何
に
小
規
模
で
も
他
人
.に
雇
傭
せ
ら
机
ざ.：る
限
ね
業
主̂

し
て
分
類
さ
れ
る
、
扠
對
に
如
何
に
有
力
な
重
役

.
で
も
パ
形
式
上
/1
傭
勤
務
.の
形
に
あ
れ
ば
勤
人
で
あ
る
。一

世
帶
に
業
主
が
あ
り
勤
人
が
在
る
場
合
、
.之
れ
を
混
成
世
帶
と
し
た
。
/
無

. 

-
' 

. 

.
.
.

 

t

職
は
恩
給
抉
助
料,*
土
地
家
屋
其
の
他
財
產
收
入
を
明
記
さ
れ
た
部
分
；に
就
：

^
て
ば〜

そ
れ
丈
け
は
別
に
分
類
し
贊 

■.
:
:披
'

此
の
標
準
に
基
い
：て_
理
す
る
'と
世
帶
總
數
€
五
、
、ニ
三
四
ば
次0.
如
:<
5

分
類
を
れ
る
。
 

_

-

''-
T

,
 

.

鎌
食
町
の
現
代
相
 

』

、
 

二

三

(
ニ
1】 1
>

 

.



嫌
倉
H

瑰
姨
辨 

業中；世帶 

勤
人
世

.
帶，

ー混

.;:
,
成

':
.
:世
：
'

b

 
帶。
；

四

(

•
ニ四

:

無

0

世
 

不;M
'

'-
記、

合

£1
1人 明

-

.

:

.
 

.

ニ、

0

八七
 

■

ノ：

一、
九六六

- 

u

一七 
ニ
 

A

c
財產收入及

^

恩給

^

3
ル：
モ

 

>

>

B

.-
'

*

.

'

.

,、.
.ぐ

.
■
:
ヴ
ん
.へ

マ

八六

.

. 

三
^,

即
ち
業
主
ft
帶
が
約
四
〇
气
‘勤
人
-ti
t

帶
が
三
七
•
五
^

、
無
職
世
帶
が
一
三
气
混
成
佌
帶
が
七
ズ
と
な
つ
て
ゐ
る
。
而
し
て
楚 

等
各
種
世
帶
を：

更
に
分
_

す
る
.と
、
業
主
枇
帶
及
び
混
成
佌
帶

(

營
業
の
分〕

を
加
へ
て
の
一
ー
、
四
宄
九
は
、產
業
的
に
砠
て
龙
の
糨
：
 

_成
を
示
す
。

, 

(

賞
.
.
.數)
：

.

(

比
.
.
.率)

： 

■

::'
;
、.
農
.卜

.
'
業
-'
:

:

'

.

.

.

 

'

H

S 

A 

-
 

■
'.
..

漁

•

業 

三

六

T

S

:

:

H

■.

:
業

.■ 

'六

九

四
•

.

ニ
.八
*

ー

:■

不

%

素

主

エ ，農

0

B

 

.

善

.自，：；

由

‘

」

業 

.交

パ

通-'
業 

0.
‘

許

'
鎌

翕

町
:<
6

瑰

代

相

：

明
. 

七

. 

.〇
*
二，

,

n+,
1
1

四
六

1 

一
 

0

0

^

備
考
右
產
業
別
の
數
字
が
業
キ

li
t
帶
の
數
字
一.
,ー、
四
.五
九
ょ
り
ニ
丈
け
，多
い
の
は
、

一
_

生
1̂
罾
に
ニ 

人
の
：業
主.を
含
む
場
合
が
あ.る
に
ょ
る
。

勿
論
、
.是
等
の
1«
:
帶
は
營
業
地
の
關
德
で
は
全
部
土
地
的
と
は 

云
へ
な
い
が
、
土
地
に
職
場
を
持
つ
部
分
が
、
絕
對
的
に
優
勢
だ 

■■
>1

K

つ
て
•差
支
あ
る
ま
い
。
今
、.鎌
倉
町
以
外
に
營
業
所'^
持
つ
. 

も
の
を
掲
げ
る
士
上
の
如
く
で
あ
る
。

内

、

は
一
：〇
五
、
横
濱
は
一
九
、
そ
の
«

の
±

地
：ヤ
^-
卜 

■

.營
業
地
不
明
が
三
で
他
の
佥
部
が
先
づ
土
地
杧
營
藥
听
を
有
ず
ゑ 

，も
の
と
見
ら
れ
る
。
此
の
洽
針
一
四
三
は
、業
生
總
激
K
I:y
g

I

_::
-
l

:

,

- 

.U.

課
.'-
;

.:
:
、
_

 

.

四 . 三 七 ニ
三 三 一 四 六 四 七

_
_ 
H
i
!
_
_ 

! 
_

_

_
_ 

•
 

: 

i

—

I. 

.

-
i
i
—

I i

I

I

|



t t

の

五

•
八̂
强
に
過
ぎ
な
い
做
、
業
主
.世
帶
の
場
合
に
は
、
町
外
に
醬
業
所
を
有
す
る
•も
の
は
問
題
に 

な
ら
ぬ
0

唯
、
；
玆
.で
別
0
方
面
杧
關
し
：：て
注
意
し
て
お-;
<

必
要
の
杳
タ
點
は̂
 ̂

は
鎌
倉
に
在
住
す
る
場
合
，>
れ
は
營
業
者
的_
'で
な
<

て
、
普
通
0
住
宅
形
式
.に
ょ
る
^
の
卜
た
る
事

で
あ
る
。
：
即
ち
是
等
、
町

外

業

者

は.町
內
に
於
い
て
、'各
|

事
す
る
囊
的
活
動
を
行
り
：て
‘ゐ

..... 

-
 

•.

る
も
の
で
な
い
と1K

ふ
點
で
あ
.る
。
此
の
點
は
町
內
で
：商
賣
を
營
む
者
と
全
く
性
質
を
異
忙
，す
る
次

第
で
.あ
る
。
一
 

：

:

.

.

. 

. 

1 

'
. 

.

次
に
勤
人
世
帶
を
眺
め
ょ̂
。
純
勤
人
世
帶
は
鄭
揭
の
通
り
一
、
九
六
六
世
帶
で
あ
る
が
、
當
然
混 

成

世

帶

の

一

ニ

七

ニ

'が
勤
人
を
含
く
む
世
帶
と
し
て
加
は
る
故
に
，
そ
の
合
計
が
.ニ
、
三
三
八
と
な
る0 

し
か
る
に
業
.

E

の
場
合
：に
於
い
て
も
豸
ふ
事
が
出
來
る
が
、
是
等
は
世
帶
を
以
つ
て
分
_
の
檩
準
と 

し

て
お
り
、.
且
つ
純
粹
家
族
の
職
業
を
中
心:<
h

し
て
の
分
類
で
あ
る
か
ら
し.て
、
共
の
外
に
同M
人• 

下
宿
人
の
職
業
に
し
て
業
主
又
は
勤
人
な
る
も
の
が
存
往
す
る
娌
で
あ
る
。
夂

㈱

、
下
宿
„
同
居
人
に 

業
生
的
な
も
の
は
極
め
て
稀.で
あ
る
が
、
勤
人
は
可
な
り
多
い
。
否
、
麒
坐
坐
徒
を
除
く
と
、
大
體 

同
居•

下
宿
人
の
職
業
は
勤
人
で
あ
る
。
其
れ
故
、
勤
人
の
許
算
.で
は
，、
世
帶
別
を
糜
し
て
、
勤
人
の 

人
數
か
ら

計
算
を
立
て
る
方
が
合
理
的
で
あ
る
：？
之
れ
に
ょ

る
と

、

■
倉
町
注
住
の
勤
入
總
數
は•

一
一
、七
一
一
一
九
人
と
な
る
。
此
の
激
字
は
之
れ
を
產
業
別
職
業
別
に
分
類
す
る
と
次
の
結
果
を

- #
る

。

ペ

.(

實
數)

.
;.(

比
：率)

：
:.
：
. 

陸

海

軍

人

.
へ 

ニ

一

八

四

.
1

〇
•
四 

.
官
公
虚
及
び
そ
の
被
雇
傭
者* 

.

.

.
六
：四 

一

.

-三
.•四 

■.
,

其
他
_

跑
業
的
勤
務
者
.

.

：

：
一
1

A

' 

.

四
•
三
，

'

«

銀

行

會

社

員 

，.
.七
八一
. 

二
八
•
五
： 

.
其
他
事
藤
的
勤
務
者

 

.，
ニ

七

七

«

Y
〇
•
一
 

H

場
勞
働
者
職
工
及
び一

般

勞

働

者

三

七

七
• 

ニ
I
V七 

,

.

.職

-.
人
. 

二
五
五
. 

九
•
三 

'
•其

：
，

.

他 

：

九 

o

*

H 

パ
'
.
'
合

計
 

ニ
、
七
四
ニ
人 

1

0

0

%

備

考
*
官
公
吏
及
ぴ
其
の
被
履
傭
者
と
し
た
の.は
、
，，調
莶
票
記
入
の
ま

〜

で
社
典
の
職
榮
上
の
地
位
を
明
か
に
し
.難
い
.爲
め
、
止
む 

,
.を
得
ず
其
の
所
颶
に
ょ
つ
て
之
れ1:に
分
類
し
太
も
の
で
ぁ
る0
其
，れ
故
、
本
來
の
官
公
吏
は
更
に
此
の
數
ょ
り
減
少
す
る
事
と 

'■
•

.

な
る
理
で
あ
る0

.

- 

' 

■ 

' 

: 

■ 

. 

. 

. 

. 

t
 

. 

.

' 

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.
 
•

,
便
に
此
め
數
字
を
輪
合
し
セ
大
別
す
る
と
、
軍
人
•
.官
公
吏
•
自
由
職
業
者
は
合
計
一.、
〇
四
三
人
'

_
行
*
き
#.
員
*
.及
び
事
務
a

は 

一‘

O

M八
人
：、.
職
工
•
勞
働
者
1

び
職
人
の
合
；^
は
六
ー
0
ニ
：
人

：
で

此

(0
.
大

:

.

'

.

.

.
繳

脅

邮.の
；
現

代

相
. 

'

ニ』
y

 

ニ
.
b
ン
：



V.'::

ソ
::)

豪
倉
呻 ̂

' 

.

.
' 

(

二
八)

..

、
此
’の
勤
人
の
職
場
を
調
赉
す
る
事
に
ょ
っ
て
所
謂
通
勤
關
係
が
明
か
に
さ
れ
名
理
で
ぁ

.る
？
職
場
は
土
地.

(

鎌
倉
-

)

來
京
み
濱(

川
崎 

.を
免
*)
_

_

、
興
他
附
近
地̂

祛
勤
ん
等
に
分
類:1
>
觉
»

,

粜
%;
得
务
驟
、广
、
ン̂

，土

地
.勤
"
務

.者
..

, 

:m
1
M
'通

^

者 

橫
濱
•
川
崎
通
勤
者 

:

橫
須
賀
通
勤
者 

:

附
近
市
町
村
通
勤
者 

不

在

勤

.
人 

勤

務
.
地

，不

明 

計

.

.(

實
數)

.：へ
 

九
ニ
六 

;

七
三
六
： 

ニ
〇
七 

四
ニ
さ 

.一
三
六 

ニ
ー
〇 

一
仇
四 

一、
七
四「

一
人

(

比
率)

三

三

•
八

.1 H

ハ 
A

七

•
四

一

五

•
.
五 

-

?

〇
 

七
r
一 

'
四
•
四
.

一

〇

〇

釤

若
し
東
京
•
横
濱
を
一
緖
に
ず
、れ
ば
此
の
比.取
は(

賞
^

-

.九
四
三)

三
四
•
四
^
に
及
ん
で
鎌
倉
町
内
.の
勤
務
者
と
略
同
率
と
な
る
？ 

即
ち
.全
勤
人
の
約
三
分
の.--
*
,の
は
東
京
•
横
濱
方
面
べ
の
通
勤
者
で
あ
る
と
一

K

ふ
數
字
が
明
か
に
'さ
れ
た
理
で
あ
る
。V 

橫
須
賀
市
べ
.の
通
勤
者
の
多
い
事
は
、
海
軍
關
保
者©
多
い
事
に
.ょ
つ
て
當
然
の
事
で.あ
る
。
本
囘
め
調
丧
に
ょ
つ
.て
明
か
に
な
っ 

.
た

事

の

一
つ
と
し
て
鎌
倉
在̂

者
中
、
直
接
間
接
に
海
箪
關
係
者
が
頗
る
多
い
と
一
：

K:

ふ
事
で
あ
る
、
即
ち
現
役
•
退
役
軍
人
を
は
じ
め
、

海
軍
關
傾
の
官
衙
及
び
海
軍
エ»

の
勤
務
者
等
其
の
數
、
極
め.て
多
い
。
此
の
現
象
は
故
で
論
ず
べ
き
事
で
は
無
，い
.が
、

一
應
附
言
す

る
次
第
で
.あ
る
。
此
の
橫
須
賀
及
び
附
近
帘
町
村

(

霧

を

除

く)

へ
の
通
勤
者
は
蒡
九
人
で
其̂
讓
は
ニ
割
と
な
る
0

不
在
勤

務
者
は
、
前
に
も.揭
げ
た
様
に
、
外
國
に
在
る
者
、
海
上.勤
務
者
、.國
內
各
地
に
勤
務
す
る
者
等
で
あ
っ
て
，
故I
C

、
，勒
人
總
數
中
-

土
地
勤
務
の
九
ニ
六(

三
三
•
八̂

)

を
除
く
他
の
全
部
が
町
外
勤
務
者
で
あ
り
、
其
の
.內
、
一
、
五
0

ニ
人(

五
四
*
七
ギ)

丈
け
が
本
梢 

的
：の
通
勤
箸
で
あ
る，0
,

/ 

r

..

此
の
通
働
者
群
が
世
帶
的
に
見
て
、
ほV
そ
の
幾
許
に
該
當
す
る
か
は
聊
か
推
察
に困
難
で
、あ
る
。
假
に
ij
入
.の
在
る
®

 (

旦
し 

.同
居
•
下
宿
人
の
場
合
を
除
く

)

は
總
數
ニ
、

一

三
二
八
世
帶
.で
あ
る
か
らし
て
、
勤
人
總
數
ニ
、
七
四
ニ
人
に
對.し

て

：
は

、

「

世

帶」

•

一
七 

人
の
割
合
に
な
る
。

一
低
帶
に
於
ける

勤
人
の
割
合
は 

一
_

一
 

人
の
場
合
が
絕
對
に
多
數
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
來
京•横
濱
の
通
勤̂
 

數(

九
四
1

0
が
世
|

^

に
該
當
す
る
も
の
と
す
れ
ば

(

勿
論
實
際
の
數
字
は
そ
れ
ょ
り
も
浩
干
少
い
辔
で
.̂

る)

、
叻
人
世
帶

(

混
成
：
 ̂

帯
を
も
含
む〕

に
對
し
て
.、
約
四割
と
云
ふ
事
と
な
，る
o

即
ち
勤
人
を
ふ
く
む
世
帶
の
約
四
割
が
苋
亨
桢
濱
へ
の
通
勤
紫

0

世
帶
で
あ 

り

ル
の
數
は
總
训̂

の

一
七
•
九
^
に
^

るO

し
か
る
に
業
生
址
帶
に
於
い
て
旣
に僅
か
乍
ら
、
m
v-
r
小
•
横
濱
に
營
業所
を
摊
っ
容
が 

あ
り
、.更
に
自
由
職
業
に
屬
す
る
者
は
、
共
の
職
場
を
明
か
に
し
得
な
い
場
合
例
へ
ば
著
述
家•
音
樂
•
技
藤
家
の如
き
に
あ
っ
て
は
、 

決
山
て
本
來
の
意
味
で
の
土
地
の
職
業
者
ヤ
な
く
、
又
無
職
者
冲
に
も
土
地
家
屋
を
東
京
，横
濱
に
持
っ
場
合
が
贫
ぐ
セ
.い
か
ら

1>
で
が 

る
坐
活
策
を
加
へ
る
と
總
世
滞
中
、
約

一

一
割
か
ら
三割
ま
で
の
世
帶
が
、
轰

•
横
溃
に
齡
し
て通
勤
的
關
係
に
相
る
の
で
は
無

4

か 

と
思
は
れ
る
。
最
も
簡
單
な
方
法
で
五
、
一
ー
コ
一
温
帶
中
、

i
r

業
な
り
勤
務
な
り
に
ょ.っ
て
•棄

•
霞
に
讓
す
る
家
族
を
含
む
有
業

パ

嶽

へ

へ

.一

.

：

ポ替

 

パ
、

3
へ
::
:
:
.

1!

1
I
只,

I

I|
I
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缣
倉
财
の
現
代
柑. 

' 

ー
-0
L
5

)

h
i帶(

下
宿
•
同
居
人
の
場
合
を
除
く

)

を
#

算
す
る
と
、
全
町
に
於
い
て
九
七•九
世
幣
を
得
る
。
之
れ.は
、
全
.世
帶
數
の
一
八•
七
^
に

談
當
•

る̂
:.
0
.
:前
揭
の
.ー
ヒ
.，
九
^

ょ

：り

称

高

，率

で

ぁ

る

0

現
調
蜜
か
ら
得
た
此
の
數
字
は
、
热
ら
く
來
亨
横
激
通
劭
敦
犯
^

の
版
低
數

字
で
、
實
際
に
於
い
て
は
之
れ
以
上.の
世
帶
が
東
京*
橫
濱
厶
職
業
的(

所
得
的)

に
結
び
つ
い
て
ゐ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
故
に
前
述
の

I
®

乃
至
三
割
の
雁
測
は
決
し
て
不
當
で
な
い
と
思
は
れ
る
o

:

.

.■ 

、
z

• 

本
稿
S

頭
に
揭
げ
た
樣
に
本
調.奪
に
於
い
て
現
在
人
口
中
略
、

1

千
讹
帶
を
迆
し
て
ゐ
る
琪
は
、
此
の
點
に
於
い
て
頗
る
®
大
分
關
係
. 

を
持
つ
て
来
る
。
此
の
調
齑
外
の
世
帶
が
將
し
て
勤
人
的
世
帶

(

策
京
的)

で
ぁ
る
か
業
主
的

(

土
池
的)

で
ぁ
る
か
に
ょ
つ
て
、
此
の
裘
的
關 

.

'
:
係
は
著
し
い
變
化
を.受
け
る
理
で
ぁ
る
。
此
の
琪
は
、
調
蓊
者
の
手
元
に
於
い
て
は
眾
に
推
測
す
る
に
止

.冼
る
理
で
ぁ
る'か
、

此

の

ニ

割

£
'^
';
:

.
:率
は
恐
ら
く
最
低
比
率
と
.故
ふ
。
何
等
か
の
方
法
で
、現
實
の
數
字
に
就
い
て
此
の
«
奴
的
關
係
が
明
か
に
せ
ら
る
、
を
得
れ
ば
幸
霜
と
思
ふ
0

.

.

. 

.

•

 
. 

-

.

"

#

:•
:'/
•

.

:•
.

.

.

.

(

七) 

.

,

'

:
次
に
通
擧
者
に
就
い
て
調
赉
の
結
果
を
出
し
て
み
ょ
ぅ
。
通
學
生
は
小
學
校

•

中
等
學
校
•
高
等
寧
n

學
校
及
.び

，
大

學

校

に

分

れ

.
る

が
、(

師
範
學
校
を
除
い
て
は

)

中
擧
校
及 

び
高
寒
•
大
學
校
は
町
內
に
所
在
し
なW

 

故
に
、
：是
等
の
生
徒>

 

學
坐
は
^

然
町
外
.

 

通
學
者
と
な
るo
町
外
通
學
者
の
學
校
別 

及
び
通
學
_

別
0
數
字
は
上
の
.通
'で
あ

厂

學

校

別

,

■(

實
數)

'〈

比
率〕

:■

小

學

'
狡

.

三 
一
一,

三
.
四 

'

中：學
校
.

六

四

八

六
九
6

 

.

高
•專
門
學
校
一
ニ
五

;.
一
三
•
ニ
：
 

犬
學
校
一
〇

四

ニ

ニ

 

其

I

他三

0

三上ーー
 

:

合
.
計

，
九白九

 

一
0

0

^

通
‘
學

m
 

^

(

質
數)

苽

.
克

三
一
七
三
一
一
一•
七
‘ 

横

..
濱
一
三
五

.
一
一
四6
 

附

近

市

町

村
三
五
0

三
七
•
四

I

其
■他

及

び

ョ

七

,

.ョ
，.九
.

通

學

地

，
不

明
'

>

七
.

>

ブ

.

'.
#

.
fH
-
'.
九
三
九
へ
一
〇
〇̂

右
表
に
よ
っ
て
明
か
な
る
如
く
小
學
生
の
通
學
者
は
頗
る
僅
か
で
あ
っ
て
、
全
體
の
三

•
四
^

に
し
.か

當

ら

ぬ

。

擧

校

別

.
で

は

中

等

學

,

生
が
最
も
多
く
六
九̂

に
及
ん
で
ゐ
.る
。
高
等
•
專
門
學
校
は
大
學
と
共
に
、
中
等
學
校

(

師
範
學
校
を
嶋
ぐ)

.
と
规
じ
く
町
內
に
は
所.
.

-
 

-

在
せ
ざ
る
：が
故
に
、
其
の
學
生
は
全
部
町
外
通
學
と
な
る
が
兩
者
を
合
し
て

‘

1
1

四
• 
1
15-
即
ち
全
體
の
四
分
の1

に

當

る

。
.
通

學

地

別

. 

に
見
る
と
、
附
近
の
市
町
村
の
三
七•四
^

が
最
高
で
あ
る
が
、
取
京
も
三
三*七
％
を
示
し
>
横
濱
を
合
す
れ
ば
五
七.
七
％
と
な
っ
て 

絕
對
多
數
に
な
る
。
附
近
市
町
村
で
は
藤
澤
町

(

一'五
四)

大
船
町(

一

〇
九)

垣
子
卿(

艽
〇)

横
须
賀(

ニ
五)

等

い

づ

れ

も

中

等

學

校

.
の 

所
往
地
で
あ
る
。
之
れ
、
鎌
倉
町
に
男
子
中
等
學
校
を
持
た
ぬ
爲
め
に
生
じ
た
數
字
と
云
ふ
事
が
出
來
よ
う
。

.
是
等
各
種
Q

I

生
が
I

的
に
如
何
な
#

類
I

す
る
か
は
一
麗
味
I

I

I

る
。
殊
に
大
學/
高
I

I

場
合
と 

.
中
f

小
學
生
の
場
合
と
に
於
け
る|

坐
の
世
帶
|

孪

る

事

は

、
雨
者
が
必
ず
し
も
同
じ
事
情
に
無
い
S

に
興
味
あ
I

f

 

出
す
で
あ
ち
う'。
蓋
し
、
小
學
生
を
町
外
に
送
り
出
す
世
帶
は
可
な
り
特
姊
的
な
世
帶
と

M

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
同
様
に
、
附
近
.の
沖
等 

學
校
を
選
ば
ず
に
殊
に
來
京
又
は
橫
濱
の
中
等
學
校
に
通
學
せ
し
め
る
場
合
も
同
様
で
，あ
ぶ

‘。
更
に
ヽ
高
等
き
審
⑶
夢
校
並
び
に
力
•
に 

就
い
て
は
•
凡
て
の
世
帶
が
悉
く
其
の
子
女
を
最
高
學
府
に
就
學
せ
し
む
る
と
一

K

ふ
理
で
な
い
か
ら*
此

の

も

の

に

，
っ

.い
て
は
、
就
學 

せ
し
む
_る
事
自
體
に
、
其
の
仳
帶
の
性
質
を
物
語
る
も
の
が
あ
る
。
偶
々
此
の
最
高
學
府
は
、
東
京
及
び
横
濱
に
の
み
存
柱
す
る
の
で

' : 

是
等
の
擧
生
は：

悉
く
、
東
京
及
：び
橫
濱
へ
の
通
學
生
と
な
る
理
で
あ
■る
。

. 

-

;

r

v 

扨
、
：是
等
通
學
生
の
屬
す
る
世
帶
は
如
何
な
：る
世
帶
で
あ
ら
う
か

'
•
:次
の
表
に
よ
っ
て
見
ら
れ
た
い
。
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.
 

.

一

.

.

'
.
.
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.
.
，
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ハ
.

.
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r
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-

■
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嫌
會
町
の
：现
代
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)o另地住前表四第

« デ ゾ H 針 

41 27 10 207

36 34 12 235

2 — 1 1 8

丨 . 東 京 橫 濱 橫 須 賀 附 近 地 鎌 :! 

大學•高專108 8 3 1 0 一

中 學 114 17 6 14

;小 . 學 11 3 — 1 _

:其 他 10 3 — 2

_

倉
町
'の
：現
代
相

年以上ノ在住者）ノ場合ナ此，表中1'ナツ』トアルハ永住世帶(五-

職場營業 :!第 五 表

計

90

不在其j近池磺須賀

12

濱

10 12310

策京

52大學•高專

中 學 77 

小 學 7

他

備考此ノ表パ業主ナリ勤人ナリガ營榮地*勤務地ヲ町外ニ持ッ場合

ノデ各校謂ノ計ガ他ノ表ノ計 ト異フ所以デアル、不在

世帶主ノ當地ニ居ラザルモノヲ指ス。
M ン - ' .

m

アル

.

.

.

.
拽

旣

に

述

べ

た

樣

に

、

，
一

.他
^
が 

重
複
し
^
、
大
學
坐
•
中
學
坐
•
小
學
坐 

.
等
を
遠
く
通
學
せ
し
む
る
事
が
：ある.

が 

ら
し
て
：此
の
學
校
別0
數

字

.
は

其
0
'ま 

i

集
計
す
る
事
が
許
さ
れ
な
い
。
例
へ 

ば
前
揭
の
數
字
の
總
計
は
四
八
八
と
な 

る
が
、
之
れ
は
所
謂
通
學
坐
を
有
す
る 

ii
f
c帶
の
延
數
で^

.

つ
て
*
.
そ
の
重
複
を 

，
除

き

實

數

を

箅

出

し

な

け

’れ
：ば
な
ら 

ぬ
。
：此
の
重
複
せ
る
世
帶
は
金
部
で
四 

K

世
帶
-

y

な
る
？
故
に
、
朿
京•
横
濱
ベ
.
 

の
通
學
坐
を
有
す
る
世
帶
め
實
數
は
四 

®
;
.
l
ii
t
帶
と
な：

る
。
：
此
の
四
@
 
ー1|
1:
帶 

亡
就
：い
て
、
，冉
び
業
態
別
、
在
住
年
陂 

:前
住
地
別
、
職
場*
營
業
地
別
0
修

,

S
!
I

 

c
:
s

 

0

第 —* 表 (業 態 別）

業主 勤人 混成
無職 

A  B
不叨 無記人 t t l

大學•高事 46 76 18 42 21 4 - . 207

中 ''學 68 114 14 20 13 4 2 235

小 學 6 1 3 一 1 ：.— .... 18

其 他 i 6 13 3 3 2 :‘— •.— 27

, 第 三 表 （注住牟限別）
人 ... -

4  ̂ ■ r ... ノ . . .

10年迄 2 0 _ 50年迄 60年•以上 計

大學•►高寧 85 60 36 26 207

中 學 96
: 80 ‘

25 34 235

小 , 學 9 6 . ’ くv レ..'' 3 —T* 18

其 <114 11 11 2 3 27

in 

ニ 

c 

1
1
5

 

y

赚
倉
卿
の
現
代
相.

ベ
通
學 
_
:
;
.
:'
'
.
:
_
:
;

0:
同
1«
:
:帶
激)

へ.

.:
'
,ぢ 

:

夭
^

高
摩
组
”

ン
：；
：
-

0 ;

七
，'

へ

ヘン

_.中
.

.

學
.̂

- 

ニ
三
.

五
し
.
.
.

ハ
：
.

.

.

.

:

.

.

.

.

-

.
小
.
學
' 

生
；

.

.
:
.
,
:

1.

八
:-
;
'
.

'其

.

.

.

.
fl
L
: 

' '1
一
七.
.

パm

考
通
學
绝
ガ
同
居
•
下
宿
人
ナ
ル
時
ハ
ソ

.

.

.

.

ノ
世
帶
ヲ
含
>

ズ

■:
-
:

.

し
か
し
第
一
表
に
現
は
れ
た
世
帶
の
數
字
は 

一
世
帶
で
各' @

;の
通
學
坐
を
含
む
で
ゐ
る
が
故 

に
其
の
重
複
を
修
芷
し
た
實
數
は
後
に
示
す
。

、
/
扨
、
此
の
通
學
生
世
帶
を
、.各
佌
滯
の
業
態
：

■
別
、
在
住
年
隈
別
、
前
住
地
別
、
職
場
營
業
地 

別
に
分
け
.て
分
類
す
る
と
下0
數
字
が
現
は
れ 

Iる
0



1 ■ *.':«•"
f ( 一） 業 主 世 帶

•. i

; ; 大 小 m * =̂.L
，學 學 學 : 他

r r

農 業 11 9 *~■ — 20

ェ 業 7 14 2 1 ! 24

商 業 19 27 1 3 ' 50

U 由 業 26 17 1 4 48

其 他 1 1 — 1 3

計 64 68 4 9 145

( ニ） 勤 人 世 帶

X • 大 中 小 其
計

學 學 學 .他

陸海軍人 6 16 1 23

官公吏•敎育 
_ 係者

14 19 — 3 36

其他自由業者 3 1 ■~~• --- 4

親行會社員 49 58 6 3 116

其他事務勤人 3 6 — 2 11

職工勞励奢 1 2 — • — 3

合 針 76 102 6 ^ 9 193

備考一世帶 A於ィテ名•校通箏坐ノ眾複ス 

ル場合二，、上位ノ學校ニ於イナ殘シ 

テT ▲位ノ分ヲ削除、ンタ。例へパ大學 

ト中學/ 場合ニハ中學ノ办ヲ削ル。，

て
は
、
兹
に.東
京
な
り
橫
濱
な
り
に
分
類
さ
れ
た
も€>
:
は

澉

曾
_

に
、.

嚴
密
に
職
場
及
S

業
所
を
有
f

時
に
.限
？

ゐ
：
|

 

で
、
直
接
間
接
、
職
業
的
に
取
京
•
橫
濱
に
結
び
つ
く
者
は
、
更
に
も
つ
と
多
數
の
替

で

ぁ

る

。ニ

九

頁

參

照

〕

在

住

年

限

的

に

見

れ

ば

.
一 

〇
年
迄
の
在
住
-^
%

か

四

ニ

*
六
^

、1
1〇
年
迄
に
す
る
と
七
ニ*
九
^

の
絕
對
的
な
比
率
に
達
す
る0 

更
K

是
等
の
業
主
並
び
に
勤
人
世
帶
が
職
業
的
に
如
何
な
る
分
布
を
呈
す
る
か
と
云

ふ

に

、

(

混
成
世
帶
は
、
業
主
世
帶'̂
し

て

、
分 

類
し
"

通
學
者Q

重
複
す
る
世
帶
を
證
ず
る
と

)

次

の

表

の

如

き

結

果

を

，辱

た

o

I

I
 

■
 

ノ 

.量

：

0
1

5

鐵

倉

畋の.

現
代
相
、

東凉>横濱ベめ通坐を有する世帶の分柝表

-
H
,

 

0

5
 

)

正
數
字
.を
.揭

.
出

す'^
i
.上
表
の
P

4

に
.な
る
^
® 

即
ち
此
邶
の
修H
に
ょ
づ
て
、
柬
京♦
■
«

へ
手 

女
を
通
學
せし
む

.る

1«
:

帶
は
»

0

實
數
が
四
明 

一
ー
讹
帶
な
る
事
が
明
か
に
な
つ
た
。
此
の
*

は
、 

全
世
帶
數
の
八•
四
六
^

に

し

か

當

，
ら

：
ぬ

。
：
し

，

:

か

し

此0
四
四
贫
祗
帶
は
、’_

的
に
、
：前
住
‘ 

地
的
に
、
又
職
場•
•營
業
地
的
に
い
づ
れ'1>
特
色
ぃ 

を
示
し
て
ゐ
る
。
即
ち
業
態
的
に
見
れ
ば
勤
人
，
 

世

：帶

が

全

體

の

四

三

，
八

^

を
杏
め
、
更
に
無
職 

世
帶
を
加
ふ
れ
ば
廣
に
六
四•
五
涔
に
及
ぶ
。
11

に
前
住
祂
的
に
は
東
京
を
前
住
地
と
す
る
も
の 

が
四八

*.

七
^

击
め
て
ゐ
.る
.o横
濱
を
合
れ
ば
五 

,

ゾ 

.五
g

達
I

I

•

營
業
地
|

、
鎌
倉 

町
以
外
に
營
業
所
•
職
場
を
持
つ
も
の
が
ー
一
一
三
世
帶
で
四
四
三
の
ほ

ゾ
半
數
に
當
る
0
其
の
內
、
東
京
が
土
八
ニ
ハ
多
で
最
高
を
占
め
横 

濱
を
合
し
て
約
三
分
の
一
に
近
い
勢
力
を
占
め
て
ゐ
る
。

(

此
の
比
樂
は
必
ず
し
も
絕
對
的
に
優
秀
；で
は
無
い
が
、
職
場
の
分
類
に
あ
つ

不 不 興 附 瞬 聚
$ 拒 _ ス  

麵 世
W 帶 他 地 濱 京 住  

地 

別

四 ニ 
拽 ニ 式 七 さ ゴ ー  
n  ニ 九 八 八 八 六

不 無 m m  m  
明 職 成 人 生 桃 

計 4 做 忡 忡 世 槳  
i 帶 帶 帶 帶 ハ  
乎 - — V 態
，人 B A

/  . 別

■ •• ■ .ハ；. •'/ ■ ' ■: . . . . ..
四  ̂ .一.一 ..
四 一 三 六 ぢ 九 ー ^

:ニ一 主 o 四 刍 —

米 興 附 概 東 ‘ 
拓 . 職 

計 ^ 近 場  
l i t  ふ
帶 他 地 濱 苋 4  

地
' 巧

鎌
倉

二： 一 町 
一 一  ニ ニ ニ ニ  外 
三 四 四 七 一 七 り

五 五 ニ 一  
〇 〇 〇 〇 ^  

m 年 年 苹 年 往 • 
‘ 以 迄 」迄 迄 鐘  

上 dP 
. 限  

別
■ • :::V ...:ソ

/  . . . . ： 丨 \ ゾ
四 一 一  
四 五 六 彐 A  
z ： 八 一 四 九

— 一  1



.

:

鎌
倉
S

現
代
相 

ー
ー
ー
六c

n
H

ハ)

之
1

に
.ょ
づ
て
見
る
.と
業
主
世
帶
に
於
い
て
は
、
商
業
と
自
曲
業
が
最
も
多
い
。
し
か
し
通
學
大
學
组
の
場
合
は
、
商
業
世
帶
と
自 

由
業
世
帶
の
關
係
が
通
學
中
學.生
と
の
場
合
と
逆
に
な
つ
て
ゐ
る
所
が
最
も
面
白
く
觀
察
し
得
る
。
働
人

1|
|

:

帶
の
場
合
に
あ
づ
て
は
、 

銀
行
•

^
社
員
の
他
帶
が
斷
然
多
く
、
勤
人
世
帶
の
六
割
に
及
ん
で
ゐ
る
。

 

\ 

是
等
の
數
字
に
ょ
つ
て
結
論
を
引
く
事
が
出
來
る
な
ら
ば
、

1

予
橫
濱
へ
の
通
學
生
を
有
す
る
价
帶
に
就
い
て
は
、
'

(

一)

世
帶
と
し 

て
"

職
業
上
、
直
接
間
接
に
東
京
橫
濱
に
關
係
の
あ
る
も
の
e

一

)

在
住
年
限
に
於
い.て
は
比
較
的
に
新.
L
い
來
住
者
.(

三)

前
住
地 

を
東
京
橫
濱
等
に
持
つ
來
住
者

(

四〕

業
態
的
に
見
る
と
敝
人
世
帶
に
多
く
、
.
殊
に
銀
行
會
社
員
に
多
い
、
業
主
佌
帶
に
於
い
て
も
同 

じ
樣
に
、
商
業
世
帶
と
共
に
自
由
業
的
な
世
帶
に
最
も
多
い
。
へ

一.例
を
と
つ
て
沄
ふ
と
聚
京*

濱
の
通
學
坐
を
含
む
世
帶
を
前
記
の
諸
標
識
に
ょ
つ
て
分
類
す
る
と

『

勤
人
|

會
社
員
最
京
、
勤
務 

在
法
ー
.〇
年
以
內
、.前
住
地
I

東
京』

の
形
式
を
持
つ
世
帶
が
此
の
四
四
二
世
帶
中

一

骄
多
く
約
三
五
世
帶
を
勘
ふ
る
を
得
。
若
し
、
在

> 

: 

.：

:

■

.

.

パ

.

住
年
限
を1

〇
每
內
と
せ
ず
、
勤
務
を
會
社
員
に
限
ら
ず
、
前
住
地
を
問
は
ざ
れ
ば

(

即
ち
勤
人
と
勤
務
地
丈
.け
を
標
識
と
し
て
集
許 

す
れ
ばy

『

勤
人
l

m
京
勤
務』

の
形
式
を
持
つ
世
帶
は
約
八
八
世
帶
を
得
、
■全
體
の
約
一
一
割
と
な
る
。
故
に
、
是
等
の
事
情
に
線
合
す 

る
と
、
鎌
倉
と
東
京
と
の
關
係
は
、
衆
京.橫
濱
へ
の
通
學
關
係
を
檩
識
と
し.て
觀
察
し
て
龙
、
鎌
倉
の
現
代
相
が
著
し'<「

策
京
化」 

し
；て
來
て
ゐ
る
事
を
斷
言
し
得
る
。

.(

八)

扨
、
以
上
聊
か
詳
細
に
苴
っ
て
陳
述
し
た
と
こ
ろ
は
：
筆
銮
が
昭
和
十
三
苹
舂
に
行
っ
た
鎌
倉
町
の
戶
ロ
調
丧
に
基
ぃ
た
"
鎌
倉
町

の
現
代
相
に
就
い5

あ
っ
た
。
本
稿Q

冒
頭
S

ベ
た
檨
に
、
湘
南Q

地
、
鎌
f

馨

Q
.

硏
究
室
に
於
い
て
.硏
究
調
森
の
主
林
に 

と
っ
た
理
由
は
大
取
京
の
麗
に
伴
ふ
、
鎌
倉
町

Q

現
代
相
を
明
か
に
し
て
、
都
市
社
會
學
上

Q

硏
究
に
資
せ
ん
と
す
る
爲
め
で
あ 

っ
た
。
鎌
倉
と
柬
京
と
の
關
係
を
論
ず
る
爲
め
の
材
料
は
、
勿
論
、
本
調
茶
の
み
に
限
ら
，れ
る
も
の
で
な
い
。
衆
京
と
鎌
倉
と
の
關
係 

の
粗
密
は
ず
若
眺
矿
於
け
る
廣
顏
の
交
通
の
粗
密
に
據
る
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
是
等
の
諸
關
係
の
一
々
に
就
い
て
調
茶
す
る
於 

要
が
あ
る
。
例
へ
ば
、
狹
義
の
交
通
關
係

—

鐵
道
•
惠

囊

通

を

は

じ

め

、
鄕
便
そ
の
他
の
運
輸
に
就

5

て
の
資
料
を
■

す
る
必 

要
が
あ
る
。
し
か
し
、

避
等
の
資
料
に
恶
く
分
柝
皸
理
は
、
資
料
の
關
係
上
仕
事
が
別
の
方
面
に
屬
す
る
の
で
今
囘
は
、
上
記

€>
戶
ロ 

調
赍
に
現
は
れ
た
數
字
に
就
い
て
以
上
の
硏
究
目
的
を
搌
さ
ん
と
し
た

o 

‘

.

グ
の
各
諸
項
に
京
い
て
の
盤
理
の
結
果

i

倉
町
の
現
在
は
、
極
端
に
宏
へ
ば
艰
筑•横
濱
の
近
郊
化
し
っ
、
あ
る
と

一

衣
ふ
.結
論
を
引 

さ
出
し
て
I

支
な
い
位Q

.

結
f

得
た
矣
じ
て
ゐ
る
。
勿
論
、
此

Q

結
論
を
更
に
强
化
す
る
に
は
前
述

q

別
方
面
か
ら
の
資
料 

が
必
要
な
る
事5

迄
も
な
い
。
故
に
、
本
調
杏
：の
、
第
一
次
歡
理
の
結
f

し
て
は
、
鎌
倉
町
研
究
の
方
向
に
一
.應
の
悬
め
が
っ 

さ
得
た
と
稱
す
べ
赢Q

もg

で
あ
ら
ぅ
。
其Q

補
正
は
他
S

會
§

っ
。
又
、
鎌
倉
町
そq

も
の
4

寧

、
更H

其Q

地
區
的 

分
柝
に
就
い
て
、
本
調
丧
の
結
果
を
發
表
す
る
事
は
、
之
れ
又
、
別
の
場
所
に
於
い
て
娛
し
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。

• 

(

昭
和
十
1
1¥:
十
二
月)

M

記
本
訴
莶
に
當
っ
で
研
讓
肋
を
受
け
た
日
本
學
術
振
興
會
、
及

装

の

■間
に
斡
旋
の
意
と
ら
れ
た
同
繁
_

諸
_

の

霞

志

に

對

 

■し
て
深
謝
の
意
裏
す
る
と
共
に
、
本
調
奢
實
終
に
當
り
て
、
頗
る
懇
切
な
る
御
援
助
ど
便
宜
.と
を
與
へ
ら
れ
た
鏹
倉
I

場
、
パ
鎌
倉
町
公 

.
'
鎌
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町
の
現
代
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へ
'

い
'
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へ 

k
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1

1一
八
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_

i

l̂B
i
;
:
r
方
.̂
の
御
良
情
■

盡
カ
に
鯓
.

も
心
.か

慧
_
謝

^
捧

げ

た

い

o
甚
だ
_

禮
で
は
ぁ̂
;
が
宋
尾
に
附
記
し
て
感
餅
の
意
&」 

%■
:
:所
ル
e
fe
:
t
o'
貧
^•
•

^
硏
究
が
鎌
倉
町
の
經
營
の.上
に
何
等
か
資
ず
を
所

』

ら
ば
閎
外
0
宰
ど
宏
ぶ
.べ
き
で
ぁ
?>
-
:0
'「

;'
'
'ト
’
.ん

.經

營

機

能

y
j
.

其

.の

統

制

の

一

面

小

尚

泰

雄

:
1、
組
織
、
機
能
ノ
機
能
分
化
.
，

 

,,

- 

.
• 

•
一
て
加
S

營
に
於
け
る
機
能
分
と
興
の
關
聯
、
經
營
給
付
の
關
係

. 

；

三
、
經
赞
機
能
統
制
の
ー
丽
と
し
て
の
勘
定
的
統
制

:

'

.
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...

r
.濟
t-
營
に
於
.い
て
.組
織
グ
本
質
は
如
何.で
あ
る
力
其
の
意
義
は
如
何
に
就̂
,て
は
學
者
間
，.に

必

ず

し

.

.
^
一 

致
し
，た
見
解
は
な 

嘗

てi

九ii1

六
平
獨
逸
經
營
經
濟
會
議
の
席
上
一
一
ク
リ
ッ
シ
ユ
tt
こ
の
問
題
に
觸
れ
て
、

「

組
織
^-
硏
究
に
就
い
て
は̂

^
な
が
ら
、
經 

營
經
濟
學
者
は
後
退
す
る
傾
を
示
さ
ざ
る'迄
も
、
何
等
の
進
歩
を
も
示
し
て
ゐ
な
い
。

」

へ
註
C

と
述
べ
て
ゐ
る
。

二
ク
リ
ッ
シ
ユ
自 

身

はo
r
g
a
n
l
z
l
n
.
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r

 w
e
g

 a
u
s
l
t
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1
9
2
2

に
於
い
て
示
し
て
ゐ
る
如
く*
で
れ
を
以
つ
て
多
數
ょ
り
銃

j

を
創
成
し
*
人 

^
意
洁
或
は
精
刺
的
實
往
と
し
て
活
動
す
る
も
の
と
な
し
且
つ
其
の
金
國
民
的
意
義
を
高
揚
し
て
ゐ
る
。

.組
織
.
.の
有
ず
る
國
：

g

的
な
意 

義
ft
就
む
.
.て
は
.^-
.に
.最
近
に
.於
い
て
彼
の
0-
營
經
濟
辭
典
.

(

ff
i
a
^
^
r
o:
^

.̂
:
^
o
^
DU
货 

B
.
e
t

-n
.
e
b
s
w
i
r
t
s
'
c

:g
4
f
e<D
Bi
c
tT
te
.
*^,
p
.
.
.
.
f 

.ィ
デ 

:

ル
へ
へ.ク
ヒ
の
自
l

r
 Th

o
m
s

一
が
一
：層
發
M
せ
し
め
て
：ゐ
る
。S

一
 1

)
：

T
fr
o

l
は
其
0
際
、：
組
織
it
就
^
て
、
t
れ
を
*

の
行
動
と 

:
經
營
機
能
l

'c
o
統制の
一爾̂̂̂.：
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